
と き め き   き ら め き   い き い き を 伝 え る

5
2014

No.1639

お知らせ…P24
健康情報…P33
文化会館・図書館…P34

TOPICS
＜特集＞こだわりの原点…P5
＜特集＞公共施設再配置…P6
議会だより…P14

と き め き   き ら め き   い き い き を 伝 え る

お知らせ…P24
健康情報…P33
文化会館・図書館…P34

＜特集＞こだわりの原点…P5
＜特集＞公共施設再配置…P6
議会だより…P14

元気いっぱいの子どもたち（岐阜関カントリー倶楽部にて）

特 集特 集

市民のしあわせ ふくらんでます……P2

10th10th

 関市合併１０周年

元気いっぱいの子どもたち（岐阜関カントリー倶楽部にて）



02

0％

全体 71.3 11.6 14.4 2.7

75.8 7.6 16.7 0.0

75.0 10.6 14.4 0.0

67.9 17.2 14.9 0.0

68.3 15.9 15.2 0.6

72.7 10.8 15.3 1.2

76.7 9.2 13.3 0.8

【年齢別】
10、20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

住みよい 住みにくい どちらともいえない 不明・無回答

0％

全体 79.9 6.1 11.3 2.7

72.7 7.6 19.7 0.0

85.6 4.6 9.8 0.0

71.6 12.6 15.7 0.0

80.4 5.7 13.9 0.0

81.1 5.6 13.3 0.0

88.8 4.4 4.4 2.4

【年齢別】
10、20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

住み続けたい 移転したい どちらともいえない 不明・無回答

広報せき 2014.5.1

市民のしあわせ ふくらんでます

あなたは関市が住みよいまちだと感じますか？

７１.３％が「住みよい」

７９.９％が「住み続けたい」

　関市民のまちづくりへの意識等を把
握し、政策への反映に生かすため実施
した「平成25年度アンケート調査」の結
果を発表します。この結果を参考にしな
がら施策を展開していきます。

　回答者の71.3％が、関市を「住みよい」
と感じています。年齢別でみると、10、
20歳代と30歳代、60歳代以上では「住
みよい」が70％を超えて高くなっていま
すが、40歳代、50歳代ではやや「住みに
くい」とする割合が高くなっています。

　市への居住意向については、全体の
79.9％が「住み続けたい」としています。
年齢別でみると、30歳代と50歳代以上
で居住意向が高くなっています。また、
「移転したい」と回答した人にその理由
をたずねたところ、「道路、交通の便が悪
いから」「日常生活が不便だから」とする
割合が高くなっています。

※『住みよい』は「住みよい」と「どちらかといえば
住みよい」の合算、『住みにくい』は「どちらかとい
えば住みにくい」と「住みにくい」の合算。

※『住み続けたい』は「ずっと住み続けたい」と「当分
は住んでいたい」の合算、『移転したい』は「できれば
移転したい」と「すぐにでも移転したい」の合算。

●照会先　企画政策課　☎23-7014

＜アンケート調査の概要＞
●調査対象　平成26年1月現在、市内に居住する18歳
　　　　　　以上の市民3,000人
●調査期間　平成26年1月20日～2月3日
●回収方法　本人による記入　郵送にて配布・回収
●回収結果　1,011票／3,000票（回収率33.7％）

Q

Q あなたは今後も関市に住み続けたいと思いますか？

●せきのまちづくり通信簿●



重要度（高）

重要度が高く、満足度が低い
＝重点取組分野

重要度が高く、満足度も高い
公共交通
◆

行財政運営◆

◆
労働力

上水道・簡易水道
◆

子育て支援
◆

◆
下水道

◆医療体制

◆
消防・救急体制

生涯学習◆

商業◆

◆
行政サービス

公的年金◆

障がい者福祉◆

◆
環境保全

防犯体制
◆

◆介護・高齢者福祉

◆市民意見の反映

重要度（低）
満
足
度

低

満
足
度

高

重要度が低く、満足度も低い 重要度が低く、満足度は高い

満足度の平均

火葬場・斎場
◆

◆
スポーツ活動

◆
図書館

生涯学習
◆

林業◆

◆情報基盤

◆
観光

◆地域振興

タイプⅢ タイプⅣ

重要度の平均
◆住環境◆

協働のまちづくり

コミュニティ活動
◆

低 高
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【年齢別の第１位】
20歳代～40歳代「交通の利便性が高いこと」
50歳代以上「医療機関や福祉施設が整っていること」

0％

全　体

医療機関や福祉施設が整っていること
交通の利便性が高いこと

治安が良いこと
買い物に便利であること

自然環境が豊かであること
働く場が充実していること

市民意見が行政に反映されること
通勤・通学に便利であること

住宅地など住まいの環境が良いこと
近所づきあいが良いこと

10％ 20％ 30％ 40％ 50％

10.5
11.9
15.0
15.4
20.6
20.9
26.9
28.2

45.8
50.0

広報せき 2014.5.1

第1位は「医療機関や福祉施設が整っていること」

　タイプⅠ（重要度が高く、満足度が低い）に分類されている施策には、「公共交通」、「子育て支
援」「障がい者福祉」などの福祉関連の施策、「労働力」「商業」などの産業振興に関する施策、「行
財政運営」「行政サービス」などの市政運営に関する施策があがっています。これらの施策はこれか
らも継続して力を入れて取り組んでいきます。
※50個の質問項目から抜き出して掲載しています。

　関市で住み続けていくために重要だと思うことで
は、「医療機関や福祉施設が整っていること」「交通
の利便性が高いこと」の割合が高くなっています。

Q 関市に住み続けるために重要だと思うことは？

せきのまちづくり通信簿

●満足度と重要度による分布



（前回調査）
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平成23年度

平成24年度

平成25年度

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

とても満足 まあ満足 やや不満 とても不満 どちらともいえない 不明・無回答

40.1 23.4 7.0 21.21.3

44.0 20.8 25.30.8

48.3 17.0 4.7 21.81.1

7.0

7.1

4.54.5
市民がまちづくりで大切に
思っている「労働力」や
「子育て支援」などの分野の
満足度が比較的大きく向上
したためと考えられます。

10％

20％

30％

全　体

0
点

0.9

1
点

1.0

2
点

0.6
3
点

3.7

4
点

4.7

5
点

16.0

6
点

11.6

7
点

14.7

8
点

21.5

9
点

7.8

10
点

6.2

不
明
・

無
回
答

11.3

0％
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●まちづくり全体の総合評価について

　まちづくりの全体評価をみると、「満足」（「とても満足」＋「まあ満足」）とする割合は49.4％と
なっており、前回の調査よりも4.6ポイント上昇しています。

●市民の幸福感について

　市民の幸福感を点数化すると、５点～８点で多く分布しており、全体の平均点は6.64点となっていま
す。前回の調査よりも0.85点上昇しています。
　幸福感を判断する際に重視したことは、多くの年齢層で「健康であること」「家族関係が良好である
こと」が上位となっていますが、10歳代、20歳代では「経済的な余裕があること」「精神的に安定し、ゆと
りがあること」が上位にきています。また、70歳代では「近所づきあいが良好であること」という身近な地
域に関することが上位に位置しています。

10、２０歳代 3０歳代 4０歳代 50歳代 6０歳代 7０歳代

1位 経済的な余裕が
あること 健康であること 健康であること 健康であること 健康であること 健康であること

2位 精神的に安定し、
ゆとりがあること

家族関係が良好
であること

家族関係が良好
であること

家族関係が良好
であること

家族関係が良好
であること

家族関係が良好
であること

3位 家族関係が良好
であること

経済的な余裕が
あること

経済的な余裕が
あること

経済的な余裕が
あること

経済的な余裕が
あること

近所づきあいが
良好であること

幸福感の点数（「とても幸せ」を10点、「とても不幸せ」を0点とします。）

幸福感を判断する際に重視したこと

せきのまちづくり通信簿

このアンケートは、毎年、実施することで、市民の皆さんの幸福感やまちづくりに対する実感を把握し、政策に反映していきます。今年度は、来年１月に実施を予
定していますので、お手元にアンケートが届いた方は、ご協力ください。　
※表中の「％」は、小数点第2位以下を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

5.79

10、２０歳代 3０歳代 4０歳代 50歳代 6０歳代 7０歳代 全体
平均点 6.48 7.05 6.62 6.64 6.56 6.59 6.64

幸福感の平均　前年比

0.85点上昇

満足　前年比

4.6ポイント上昇



奥長良川名水㈱

亀山建設㈱2

1

①奥長良川名水（株）　飲料水製造　洞戸栗原　　②亀山建設（株）　設計・建築　稲口

企業
探訪

「
哲
学
」

「
21
世
紀
の
職
人
」

こだわりの原点

　清流板取川のほとりにたたずむ工場。奥長良川名水 ( 株 ) ではミネ
ラルウオーターを製造。自然に抱かれた工場内には、日本でも数少な
い非加熱除菌が可能な最新の無人製造ラインが備わっています。約４．
３キロ先から汲み上げた水はセラミックフィルターで無菌濾過されて
ペットボトルに充填されます。生きていくうえで最も大切な「水」に

こだわり研究を重ね、機能水と呼ばれる６種類の飲
料水を開発しました。「いい水を飲めば、健康な身
体になる」を合言葉に、水を通して社会に貢献する
同社が、最も大切にしているのは「人材」だそうで
す。社員が心から幸せを感じる企業を目指してきた
こだわりの経営哲学は、経営者から社員全員へと受
け継がれています。岐阜県の水事業の核となる拠点
としたい・・・社長の夢はこの地に観光工場を開く
こと。洞戸に新たな名所が誕生する日は近い。

　全国の寺社仏閣を手掛ける宮大工の建築会社、亀山建設。
職人の技と心を培うこの会社を取材すると、そこには最新の
生産体制を備えた次世代型企業の姿がありました。「昔なが
らのやり方でも改善するべきところがある・・・」風雅な建
築物を建てる際も最新の技術を応用し効率化を図るため研究
を続ける同社は、「２１世紀の宮大工」を育てることに力を
注いでいます。これからの大工は鑿

のみ

と鉋
かんな

、そしてパソコンの
マウスを持つ時代であると、大型木工機械を導入しパソコン

操作による作業を習得している職人は、入社後５年間は寮に
住み込み厳しい修業時代を経て初めて一人前と認められ、さ
らに１０年で技術を習得しようやく棟梁として現場を任され
ます。工場を仕切る工場長はトヨタ生産システムから学んだ
生産体制によって一元管理しています。卓越した伝統技術に
ハイテク技術をプラスした、まさに２１世紀の職人たちが誇
りを持って仕事に打ち込む姿を見ることができました。

厳格な衛生管理

の下、自動化さ

れた最新の製造

ラインにおいて

も、最終的な人

の 目 に よ る

チェックは欠か

せない。

「機械でできる

ことは機械で」

プログラムで制

御された大型機

械の手にかかれ

ば、柱となる大

きな木材も正確

に刻むことが可

能だ。

◆期日　６月２７日（金）・２８日（土）の２日間
◆会場　関市文化会館・小ホール、ホワイエほか
◆主催　関市、関商工会議所、関信用金庫
◆照会先　商工課（☎23－6752）

取材した企業

特  集

約 50社の企業が参加し、

優れた技術力や高品質な

製品づくりなどを発表し

ます

05 広報せき 2014.5.1
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教えて！マネジマン！

　関市のすべての公共施設の面積の合

計を市の人口で割ると、1人あたりの公

共施設面積は、約4.86㎡／人。全国平

均（約3.42㎡／人）の約1.4倍となって

います。

関市にはどのくらいの施設があるの？Q

グラフの割合(%)は、 四捨五入しているため

合計が100％にならないことがあります。

関市は平成17年に5つの町や

村と合併した際に、それぞれ

の町や村に建っていた公共施

設がすべて関市の施設になっ

た。だから、全国平均よりも

多くの公共施設を持っている

んだよ。

古くなった建物には、 

建替えや修理が
必要なんだ。

学校は古くて

面積も大きいんだね。

広報せき 2014.5.1

公共施設白書を公表しました公共施設白書を公表しました
●照会先　秘書広報課　☎23-7710

公共施設白書を公表しました

　少子高齢化や人口減少などにより財政状況が厳しさを増すな

か、老朽化する公共施設の更新問題に対応するために、将来の関

市を見据えた「公共施設再配置」に取り組んでいます。この取り

組みの検討資料となる「公共施設白書」を作成しました。

未来の関市からやってきた 

マネジマン

公共施設
のカルテ
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公共施設再配置について、わかりやすく説明したマンガ「それゆけ！

マネジマン」もぜひご覧ください。公共施設白書やマンガは、関市立

図書館、武芸川・武儀分館、洞戸・板取・上之保室にて見ることがで

きます。また、市ホームページでも閲覧することができます。

◆ホームページアドレス http://www.seki.city.lg.jp

建替えや修理にはどれくらいのお金がかる？Q

これまでに建てた公共施設をすべて、

建替えたり修理したりすると、今後50
年間で約1,800億円かかるんだ！1年
あたり約36.6億円も必要なんだよ。

ちなみに、過去3年間に

関市が公共施設のために

使うことができたお金は

1年あたり約19.3億円
だったんだよ

全然足りない！

全部の公共施設の立替えや

修理はできないってこと？

広報せき 2014.5.1
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とも乗り

なか乗り
篝火（かがりび）

ムクゲ

篝（かがり）

松割木（まつわりき）

篝棒
（かがりぼう）

鵜（う） 手縄（たなわ）

乗船料が1,500円！（通常3,500円）
[中部学院大学・中部学院大学短期大学部・岐阜医療科学大学・
中日本航空専門学校]の学生向け限定企画です。
〇申込みは各校の学生課へ。（代金は現地支払）
〇お酒やお菓子の持ち込みも可。鵜飼弁当の注文もできます。

小瀬鵜飼の特徴は、鵜舟に屋形船が沿うように近づき間近で見られる「狩り下り」。一度下った鵜舟が、
川岸に付けた屋形船の前をもう一度通り過ぎる「付け見せ」も行い、鵜飼を存分に楽しめます。

小瀬鵜飼の主役は鵜。操る鵜匠とともに、とも乗り、な
か乗りが鵜舟に乗ります。この3人が1組となり、鮎を捕
りながら川を下っていきます。

Ukai 学割

●鵜舟

●とも乗り
●なか乗り
●篝火
●手縄

●ムクゲ

全長11メートルの鵜匠の舟。鵜匠と
なか乗り、とも乗りが乗る。
鵜舟を操る責任者。
鵜匠、とも乗りの助手。
照明のため、松割木を燃やす。
鵜匠は手縄が絡み合わないよう上手
にさばいて鵜を操る。
篝棒のすべりをよくするため、ムク
ゲが使われる。

5月11日［日］開幕〜10月15日［水］
小瀬長良川河畔にて

幽玄の世界へ、
ようこそ！

小瀬鵜飼

奥長良川県立自然公園

関市観光協会（観光交流課内）☎22-3131照会先

申し込みと料金

遊船料金表（消費税込み） 7・8・9月

28,000円

51,000円

3,500円

2,500円

10人乗屋形船貸
切
料
金

乗
合
料
金

20人乗屋形船

　　大人

小人（小学生以下）

27,000円

50,000円

3,300円

2,400円

5・6・10月

●関観光ホテル ☎22−1166
●鵜の家 足立　☎22−0799
●鵜匠の家 岩佐   ☎22−1862

インターネット予約もご利用ください。
小瀬鵜飼ネット ozeukai.net

鵜飼の観覧には予約が必要です。

図解

かがり び

かがりぼう

た　なわ

申 込 ・
照 会 先

  検索

●関遊船（株）事務所（午後１時〜）

　☎22−2506　　23−7980
または次の関遊船登録店

　
清
流
長
良
川
河
畔
、小
瀬
の
里
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
小
瀬
鵜
飼
は
、一
千
有
余
年
も

の
歴
史
を
も
つ
伝
統
漁
法
。風か
ざ
お
れ折
烏え

ぼ

し
帽
子
に

腰こ
し
み
の蓑
と
い
っ
た
、昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
衣
装
を

身
に
ま
と
っ
た
鵜
匠
が
、篝か
が
り
び火
を
頼
り
に
見

事
な
手た
な
わ縄
さ
ば
き
で
鵜
を
操
る
姿
は
実
に

美
し
く
幻
想
的
で
す
。

　
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
幽
玄
な
夏
の
風
物

詩「
小
瀬
鵜
飼
」を
、風
流
な
屋
形
船
に
乗
っ

て
目
の
前
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お　 　 　 　  ぜ　　　　　  う　　 　 　   かい
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平成２６年度及び平成２７年度の
岐阜県後期高齢者医療保険料の保険料率について

○保険料率を見直します。

※保険料が増加する主な要因について

　後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて
負担する「所得割額＝被保険者の所得※×所得割率」の合計となり、保険料率は、２年ごとに見直されます。平成
26年度及び平成27年度の保険料率は、次のとおりとなります。 ※所得＝総所得金額等−33万円（基礎控除）

・一人当たりの保険料（試算）について
　保険料は所得に応じて計算されますが、所得の少ない世帯の方には保険料の軽減措置があります。軽減後
の被保険者の一人当たり保険料を比較すると０．８％の増加が見込まれます。

・保険料の増加を抑制します。
　平成26年度及び平成27年度の一人当たり保険料額は、何ら保険料の増加抑制策を講じない場合、7.8％
の増加が見込まれます。このため、平成25年度末までに生じると見込まれる剰余金の全額活用及び県に
設置してある財政安定化基金を活用することにより、一人当たり保険料額の上昇を0.8％にとどめます。

・保険料の賦課限度額を改定します。
　保険料の賦課限度額（保険料の上限額）を中低所得者層の負担軽減を図るため、57万円に改定しま
す。（改定前55万円）

・均等割保険料の２割軽減及び５割軽減の対象者を拡大します。
　低所得者の負担軽減の観点から、２割軽減については所得基準額を引き上げ、５割軽減については、二
人世帯以上が対象であるものを単身世帯の方も対象とします。

ア　一人当たり医療給付費が伸びています。
　　医療の高度化等により高齢者の一人当たり医療給付費は、
　年々増加しており、平成26･27年度は、2年分で約3.4％の　
増加が見込まれます。
イ　後期高齢者負担率の引き上げ
　　後期高齢者医療制度の被保険者が保険料として負担する率
　は、国の政令により平成24年度及び平成25年度は10.51％で
　したが、平成26年度及び平成27年度は10.73％に改定され　
ました。

・平成26年度の後期高齢者医療保険料は、平成26年7月中旬に通知します。

照会先　高齢福祉課　☎ 0575-23-7734（直通）

区　　分 平成26･27年度 平成24･25年度 増加する額(ポイント)

均等割額 41,840円 40,670円 1,170円

所得割率 7.99％ 7.83％ 0.16ポイント

区　　分 平成26･27年度 平成24･25年度 増加する額(率)

一人当たり軽減後
保険料額(年額)

57,135円 56,672円 463円（0.8％）
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　平成26年4月からの消費税率の引き上げに伴い、低所得者及び子育て世帯への影響を緩和
するため、臨時的な措置として、「臨時福祉給付金」及び「子育て世帯臨時特例給付金」を支
給します。

①平成26年1月1日（基準日）において、関市の住民基本台帳に記載されている方（外国人を含む）
②平成26年度分の市民税（均等割）が課税されていない方（６月上旬に決定予定）
※ただし、市民税（均等割）が課税されている方に扶養されている方、生活保護を受給している方は除きます。

■支給対象者（次のすべての要件を満たす方）

①平成26年1月1日（基準日）において、関市の住民基本台帳に記載されている方（外国人を含む）
②平成26年1月分の児童手当・特例給付を受給
③平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満の方      
※平成２６年１月１日に生まれた児童について、平成２６年２月分の児童手当・特例給付を受ける方を含みます。

■支給対象者（次のすべての要件を満たす方）

・対象者1人につき10,000円
※ただし次に該当する方には、1人につき５，０００円が加算されます。
・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者
・児童扶養手当、特別障害手当等の受給者　など

■支給額（１回限り）	

・対象者1人につき10,000円
■支給額（１回限り）	

支給対象者の平成２６年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
（平成２６年１月１日時点で中学生である児童は、申請・支給時に中学校を修了している場合においても
　対象となります）
※ただし、臨時福祉給付金の対象者、生活保護を受給している方、平成２６年１月１日以降に亡くなられた
　児童は除きます。

■対象児童

支給要件

支給要件

「臨時福祉給付金」

「子育て世帯臨時特例給付金」のご案内

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金



給付金を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。

　●市町村や厚生労働省などがATM（銀行・コンビ二などの現金自動支払機）の操作を
　　お願いすることは、絶対にありません。
　●ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。　
　●市町村や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」を
　　支給するために、手数料などの振込を求めることは絶対にありません。
　●現時点で、市町村や厚生労働省などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号など
　　の個人情報を照会することは、絶対にありません。

ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきた
り、郵便が届いたら、迷わず、関市役所や最寄りの警察署（または警察相談専用電話
＃９１１０）にご連絡ください。
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　申請受付は、現在準備を進めています。受付開始は平成26年度の税情報確定後の７月上旬を予定して
います。具体的な申請開始時期や申請方法等の詳細が決定次第、広報せきやホームペーシ等でお知らせ
します。　
　なお、「子育て世帯臨時特例給付金」に関して、公務員の方には、職場から申請書及び児童手当受給証
明書が交付されます。申請開始時期まで大切に保管ください。

　臨時福祉給付金は、ご指定いただいた金融機関口座への振込みます。また子育て世帯臨時特例給付
金は、児童手当の振込口座（または申請書に記載した指定口座）へ振込みます。

・臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金の両方の受給資格がある場合には、臨時福祉給付金が
　優先されます。
・いずれの給付金も、平成２６年１月１日時点（基準日）で住民登録のある市区町村への申請が必要とな
　ります。そのため、平成２６年１月１日時点（基準日）に関市に住民登録がない方の申請は、関市で受け
　付けられませんのでご注意ください。
・関市以外が申請先となる方は、事前にその市区町村に問い合わせるか、ホームページなどで確認するよ
　うにしてください。なお、申請期間などは、各市町村で異なりますのでご注意ください。

詳しくは、下記窓口にお尋ねください。
福祉政策課　　臨時福祉給付金担当　　　　　　　　☎22-3131（代表）

子ども家庭課　子育て世帯臨時特例給付金担当　　　  ☎22-3131（代表）

厚生労働省 　  ２つの給付金に関する専用ダイヤル　  　☎0570-037-192

申請期間・方法

給付金の受取方法

ご注意

照会先
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夢のある明るい学校づくり、やってます！！
平成２６年度　関市学校教育夢プラン

次世代リーダーの育成

人権教育・安全教育の推進

ふるさと教育の充実

　新学期が始まりました。教育委員会では、未来を担う子どもたちの持つ可能性を引き出し、夢を育てる
「関市学校教育夢プラン」を推進しています。今年度も「夢のある明るい学校」を合言葉に、新規施策を
含め６つの領域で様々な事業を展開していきます。保護者の皆さんをはじめ地域・関係諸機関の皆さんの
ご支援・ご協力をよろしくお願いします。

○中学生リーダー養成研修会（８月）
・市にゆかりのある方々の講演や各種の研修等を通じて、リーダーとしての資質向上を図っています。 
・市内地域間・学校間交流の機会としても位置付けています。
・宮城県東松島市、富山県氷見市等、他県の中学生も参加します。

○中学生海外研修（８月）
・豊かな国際感覚を養うとともに、広い視野をもち将来先頭に立って活躍する人材を育成するため
　に、中学生をワシントンDC・ニューヨーク市へ派遣しています。 

◎いじめゼロ～マイサポーター制度 ○
・児童生徒が自ら選んだ先生（マイサポーター）に、いつでも気軽に相談できる体制を整えます。
○児童生徒健全育成手帳
・地域と学校が一体になって、小中学生の健全育成を目的とした独自の手帳をつくり、善行や
　ボランティア活動を記録しています。
○中学校区人権教育推進事業
・中学校区内の小中学校が連携しながら、地域と一体になって人権教育を進めています。
○心肺蘇生法研修（６～７月）
・ＣＰＲ＆ＡＥＤトレーニングキットを中学１年生全員に１人１セット準備し、行っています。
　家庭への啓発を生徒が担います。

新

○関市版「寺子屋」事業（通年） 
・地域の著名人や専門家を講師として、地域の自然・文化に触れるとともに、キャリア教育の
　一環として生き方を学んでいます。
○小学校鵜飼観覧（５～１０月）
・小学生が小瀬鵜飼を観覧し、郷土に伝わる文化に親しんでいます。 
○古式日本刀鍛錬見学（通年）
・郷土の伝統産業に触れる機会として、小中学生が日本刀鍛錬を見学しています。 
◎小学生「せき百景子ども俳句１００選」（１１月）○
・小学生が関市の自然や暮らしを題材に俳句を詠みます。

新
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照会先　学校教育課　☎23－8126

個に応じた教育の推進

教職員の専門性向上

○わかあゆ講師の配置 
・市独自の基準で講師配置を行い、少人数教育の一層の推進をしています。
○特別支援教育アシスタント・心の相談員の配置
・学校生活において、個に応じた支援をするための多様な人員を配置しています。
○ 教育相談（巡回相談・電話相談・来庁相談、就学相談等）
・様々な教育相談の窓口を提供し、児童生徒や保護者を支援する体制を整えています。

確かな学力の定着
○学力向上作戦（通年、１２・１月）
・算数・数学と英語の市独自教材「計算マスター」「関市生徒必修６００語」「関市生徒必修
　１００文」を作成・活用し、学力定着を図っています。英語「関市語彙力テスト」を行っています。
○中学生英語スピーチコンテスト（１０月）
・英語力養成のため、市内中学生を対象に、暗唱とスピーチの２部門で開催しています。

◎ファミリー読書発表会（８月）○
・学校読書デーや家庭読書デーを設定し各校で様々な取り組みを行うほか、夏休みに発表会
　を行います。
○中高交流教育（８・９・１１・２月）
・関商工高校・関有知高校が中学校で授業を行い、中学生の学習への興味関心や進路意識
　を高めます。
・関高校生徒会が中学生リーダー養成研修会に参加し、中学生と一緒に活動しています。
◎中学生理科数学コンテスト（８月）○
・理科・数学等の課題へ挑戦することを通して、科学的思考力を育てます。

新

新

◎トワイライトカレッジ「アクティブセミナー」○
・毎月1回、多彩な講師陣による講話を行います。教科指導や生徒指導など専門職としての資
　質向上を図ります。
○指導力アップ特別研修
・市独自の「中堅教員パワーアップ研修」や「講師等ホープ研修」で教職員の専門性アップを
　図ります。

新

中学生海外研修 関市版「寺子屋」事業 中学生英語スピーチコンテスト
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催
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２
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、
平
成
22
年
の
統
計
数
値

で
は
、
両
工
業
団
地
の
出
荷
額
は
、
市
の
総
工

業
生
産
額
の
約
32
パ
ー
セ
ン
ト
の
約
８
８
４
億

円
、
市
内
の
工
業
従
業
員
数
で
は
約
21
パ
ー
セ

ン
ト
の
約
３
，
１
０
０
人
と
市
の
雇
用
及
び
工

業
生
産
額
に
お
い
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
富
野
地
域
の
旧
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
用

地
に
つ
い
て
は
、
急
峻
な
地
形
条
件
な
ど
か
ら

計
画
が
進
ま
な
い
状
況
で
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
以
降
、
内
陸
型
工
業
団
地
の
需
要
の
高
ま

り
と
、
東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
ル
ー
ト
の

着
手
な
ど
、
社
会
経
済
状
況
が
変
化
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
開
発
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
箇
所

に
つ
い
て
、
約
3
6
．
５
h
a
の
工
業
団
地

の
造
成
に
向
け
た
構
想
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
計
画
地
の
環
境

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
検
討
し
な
が
ら
、

工
業
団
地
へ
の
可
能
性
を
見
極
め
、
民
間
活
用

を
含
め
た
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
長
産
業
と
し
て
期

待
さ
れ
る
航
空
宇
宙
産
業
に
つ
い
て
、
今
後
関

連
す
る
企
業
の
誘
致
と
既
存
の
市
内
企
業
と
の

業
務
連
携
な
ど
が
実
現
で
き
る
よ
う
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広報せき 2014.5.1

市
議
会
第
1
回
定
例
会

議
員
定
数
が
23
人
に　

～
次
の
一
般
選
挙
か
ら
～
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公
有
財
産
の
管
理
、
活
用

質
問　

利
用
計
画
と
今
後
の
見
通
し
は

　

答
弁　

現
在
は
、
行
政
目
的
を
終
え
た
建
物

が
数
多
く
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
に
お
い
て
、

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
現
状
で
は

再
利
用
が
困
難
な
建
物
も
見
受
け
ら
れ
、
更
地

に
し
て
売
却
す
る
に
し
て
も
取
り
壊
し
費
用
が

か
か
っ
て
く
る
た
め
、
建
物
付
き
物
件
に
つ
い

て
は
購
入
し
や
す
い
最
低
予
定
価
格
の
設
定
も

視
野
に
入
れ
て
処
分
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
売
却
の
み
で
な
く
、

土
地
ご
と
の
特
性
を
生
か
し
た
公
共
用
地
と
し

て
の
利
活
用
も
検
討
し
、
有
効
利
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

 

一
般
質
問

　

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

質
問　

水
痘
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は

　

答
弁　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
と
成
人
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て
は
、

国
の
決
定
を
受
け
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
の
実

施
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

接
種
費
用
の
個
人
負
担
に
つ
い
て
は
、
水
痘

ワ
ク
チ
ン
は
、
１
回
に
９
，
０
０
０
円
ほ
ど
の

費
用
が
か
か
り
ま
す
が
接
種
目
的
の
重
要
性
を

考
慮
し
て
実
費
徴
収
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、

１
回
に
８
，
０
０
０
円
ほ
ど
の
費
用
で
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
よ
う
に
個
人
負
担
を

設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
再
配
置

質
問　

今
後
の
進
め
方
は

　

答
弁　

公
共
施
設
白
書
は
完
成
後
、
速
や
か

に
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
引
き
続
き
平
成

26
年
度
以
降
は
公
共
施
設
再
配
置
の
基
本
方
針

と
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
喫
緊
の
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

決
し
て
安
易
に
結
論
を
出
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
た
め
、
こ
の
方
針
と
計
画
を
策
定
す
る
過
程

に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
各
地
域
に
お

け
る
説
明
会
等
を
通
じ
て
、
公
共
施
設
再
配
置

の
趣
旨
や
、
今
後
の
維
持
管
理
、
更
新
問
題
に

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
十
分
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
策
定
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
滞
納

質
問　

収
納
率
と
強
制
徴
収
の
人
数
は

　

答
弁　

国
民
年
金
の
収
納
事
務
が
市
町
村

か
ら
国
に
移
管
と
な
る
前
の
平
成
13
年
度
の
収

納
率
は
、
岐
阜
県
全
体
で
は
8
3
．
６
％
、

関
市
で
は
8
6
．
７
％
で
し
た
。
平
成
24
年

度
の
収
納
率
は
、
岐
阜
県
全
体
で
は
6
6
．

１
％
、
関
市
で
は
6
9
．
８
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
に
よ
り
ま
す
と
、
差
押
え
な

ど
の
強
制
徴
収
の
対
象
者
は
、
所
得
が
４
０
０

万
円
以
上
、
未
納
月
数
が
13
月
以
上
、
た
び
重

な
る
督
励
に
も
納
付
意
思
の
な
い
者
で
、
推
計

人
数
は
、
全
国
で
９
，
２
５
２
名
、
岐
阜
県
内

で
１
１
３
名
、
市
内
で
は
、
最
終
的
に
は
６
名

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

第
６
期
せ
き
高
齢
者
プ
ラ
ン
21 

質
問　

策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
は

　

答
弁　

平
成
26
年
度
に
策
定
を
す
る
第
６

期
せ
き
高
齢
者
プ
ラ
ン
21
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
12
月
に
高
齢
者
等
実
態
調
査
を
実
施
し
、

現
在
こ
の
調
査
の
集
計
、
分
析
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

国
は
、
介
護
の
在
り
方
と
し
て
、
施
設
介
護

か
ら
在
宅
介
護
へ
の
移
行
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
に
お
い
て
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人

生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
国
の
介
護
保

険
制
度
改
革
の
内
容
を
十
分
把
握
し
、
幅
広
い

分
野
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
本
市
の
実

情
に
応
じ
た
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成

質
問　

今
後
の
公
共
交
通
体
系
は

　

答
弁　

関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用
開

始
に
よ
り
、
現
在
、
栄
町
１
丁
目
に
あ
る
乗
継

機
能
が
こ
の
場
所
に
移
り
、
長
良
川
鉄
道
と
の

乗
継
ぎ
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
に
よ
る
自
家
用
車

と
の
乗
継
ぎ
、
タ
ク
シ
ー
と
の
乗
継
ぎ
も
可
能

と
な
り
、
市
内
の
公
共
交
通
網
が
関
シ
テ
ィ
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
集
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

バ
ス
路
線
は
、
現
在
の
運
行
体
系
を
基
本
と

し
、
関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
経
由
す
る
か
、

こ
の
場
所
へ
延
伸
の
予
定
で
す
。
長
良
川
鉄
道

と
バ
ス
路
線
の
接
続
は
、
通
勤
者
や
通
学
者
の

便
宜
を
考
慮
し
、
で
き
る
限
り
連
携
す
る
ダ
イ

ヤ
に
変
更
す
る
よ
う
、
予
定
し
て
い
ま
す
。

広報せき 2014.5.1
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ス
ポ
ー
ツ
振
興

質
問　

市
と
体
育
協
会
と
の
連
携
は

　

答
弁　

市
で
は
、
市
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
を

掲
げ
、
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
に

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
施
策
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
体
育
協
会
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
の
役
割
は
、
市
民
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
・
分
析
し
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
に
関
す
る
方
針
や
施
策
を
企
画
立
案
し
、様
々

な
環
境
整
備
を
担
う
戦
略
部
門
で
あ
り
、
体
育

協
会
の
役
割
は
、
市
と
連
携
し
て
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
や
競
技
力
の
向
上
を
目
指
し
、
ス
ポ

ー
ツ
人
口
の
拡
大
・
競
技
団
体
の
強
化
・
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
健
全
育
成
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
・
教
室
等
の
実
施
、
指
導
者

の
育
成
・
派
遣
な
ど
、
事
業
を
具
体
化
す
る
戦

術
部
門
を
担
う
も
の
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
行
政
と
体
育
協
会
の
役
割
を
明
確
に
し
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
施
策
を
効
果
的
、
効
率
的
に
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

関
市
消
防
団
再
編
計
画

質
問　

消
防
団
組
織
再
編
の
ね
ら
い
と
課
題
は

　

答
弁　

消
防
団
組
織
再
編
の
ね
ら
い
は
、
災

害
発
生
時
の
非
常
時
あ
る
い
は
平
常
時
の
消
防

団
活
動
が
支
障
な
く
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。
課
題
と
し
て
は
、団
員
数
が
少
な
い
、

分
団
の
高
齢
化
、
新
入
団
員
が
少
な
い
こ
と
な

ど
に
よ
り
消
防
団
活
動
に
支
障
が
出
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る

環
境
変
化
に
対
応
可
能
な
体
制
作
り
を
目
指
す

と
い
う
観
点
か
ら
、
効
率
的
な
車
庫
・
車
両
の

配
備
を
し
、
組
織
再
編
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り

確
実
に
出
動
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
関
市
消
防
団
再
編
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

地
元
経
済
の
活
性
化

質
問　

企
業
展
、
工
場
の
祭
典
と
は

　

答
弁　

関
市
企
業
展
は
、
市
内
の
企
業
の
優

れ
た
技
術
や
高
品
質
な
製
品
を
発
表
す
る
場
を

提
供
し
、
業
務
の
提
携
、
取
引
の
活
性
化
や
雇

用
確
保
を
進
め
、
技
術
力
の
向
上
と
販
路
拡
大

の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
６
月
に
文
化
会
館
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
関
の
工
場
の
祭

典
は
、
市
内
の
名
だ
た
る
企
業
が
工
場
を
開
放

し
、
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
企
業
の
高
い
技
術
力

や
高
品
質
な
製
品
づ
く
り
を
直
に
見
て
い
た
だ

き
、
製
品
の
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
企
業
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
た
め
、
も
の
づ
く

り
の
現
場
を
見
学
・
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
11
月
頃
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

武
芸
川
事
務
所
改
修

質
問　

仮
事
務
所
で
の
課
題
と
対
策
は

　

答
弁　

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
仮
事
務
所
を
置

く
こ
と
に
よ
り
、
仮
事
務
所
の
ス
ペ
ー
ス
が
手

狭
に
な
り
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
も
行
き
交

う
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確

保
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
窓
口
に
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
し
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
業
務
に

支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
移
転
協
議
の

中
で
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

選
挙
事
務
へ
の
対
応
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

す
の
で
、
改
修
工
事
は
平
成
27
年
４
月
の
統
一

地
方
選
挙
に
間
に
合
う
よ
う
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
使
用
料

質
問　

使
用
料
の
見
直
し
は

　

答
弁　

中
央
公
民
館
及
び
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
会
議
室
等
の
使
用
料
は
他
市
の
類
似
施

設
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
は
旧
東
部

地
区
公
民
館
、
西
部
地
区
公
民
館
及
び
旧
山
ノ

手
公
民
館
の
使
用
料
を
参
考
に
定
め
て
お
り
、

明
確
な
積
算
根
拠
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
相
互
の
整
合
ま
で
と
っ
て
お
ら

ず
、
同
じ
名
称
・
機
能
を
持
つ
施
設
で
も
料
金

の
差
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
ど

う
い
う
基
準
で
使
用
料
を
算
定
す
る
の
が
市
民

の
皆
さ
ん
の
受
益
と
負
担
の
公
平
性
を
確
保
で

き
る
の
か
を
か
ん
が
み
て
、
使
用
料
の
見
直
し

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化

質
問　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用
は

　

答
弁　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
生
ご

み
を
減
ら
す
ひ
と
つ
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
庭
の
な
い
集
合
住
宅
で
も
使

用
可
能
と
な
る
た
め
、
そ
の
効
果
は
大
変
大
き

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
生
ご
み
の
減

量
と
堆
肥
化
す
る
こ
と
に
よ
る
資
源
の
再
生
利

用
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
イ
ベ
ン
ト

等
を
通
し
て
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
お
手
軽
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
補
助
の
対
象
と
し
て
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
加
え
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広報せき 2014.5.1
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男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

質
問　

基
本
理
念
の
市
民
へ
の
浸
透
は

　

答
弁　

条
例
の
策
定
審
議
会
か
ら
答
申
を

い
た
だ
い
た
条
例
素
案
の
基
本
理
念
は
「
男
女

の
人
権
の
尊
重
」「
男
女
の
役
割
分
担
意
識
の

排
除
」「
会
議
等
の
意
思
・
決
定
過
程
へ
の
平

等
な
参
画
」「
家
庭
生
活
と
仕
事
等
の
両
立
」「
性

同
一
性
障
が
い
者
等
へ
の
配
慮
」
の
５
点
で
す
。

こ
れ
ら
を
い
か
に
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
周
知

し
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や
、
６
か
所
で

市
民
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
加
え
て

自
治
会
の
会
議
等
、
い
ろ
い
ろ
な
場
で
積
極
的

に
説
明
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
条
例
を
き
っ
か
け
に
、
各
企
業
、

団
体
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

地
区
集
会
施
設
移
管

質
問　

移
管
後
の
地
域
の
反
応
、
支
援
は

　

答
弁　

施
設
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、
使
用
料
金
の
設
定
の
制
限
や
、

火
災
保
険
へ
の
加
入
、
移
管
後
の
改
修
費
用
に

つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

施
設
の
貸
し
出
し
は
、
施
設
全
部
を
期
間
を
定

め
て
特
定
の
第
三
者
に
貸
し
付
け
る
も
の
で
な

け
れ
ば
、
施
設
の
用
途
・
目
的
を
妨
げ
な
い
範

囲
で
使
用
料
金
を
設
定
し
て
貸
し
出
し
て
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
建
物
の
火
災
保
険
に

つ
い
て
は
、
地
元
で
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
移
管
後
の
改
修
費
用
に
つ
い

て
は
、
地
区
集
会
施
設
へ
の
助
成
規
則
に
基
づ

く
助
成
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
相

談
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

投
票
区

質
問　

見
直
し
の
目
的
と
計
画
は

　

答
弁　

見
直
し
の
目
的
は
、
①
選
挙
人
の

数
、
投
票
所
数
の
設
置
状
況
な
ど
に
よ
る
各
地

域
間
の
不
均
衡
の
是
正
、
②
投
票
執
行
管
理
経

費
の
削
減
、
③
投
票
管
理
者
・
立
会
人
の
選
任
、

投
開
票
事
務
従
事
者
の
確
保
の
３
つ
で
す
。

　

見
直
し
の
計
画
は
、
投
票
区
の
設
置
に
つ
い

て
一
定
の
設
置
基
準
に
基
づ
き
再
編
を
し
て
い

く
も
の
で
、
関
地
域
は
30
か
所
か
ら
23
か
所
に
、

洞
戸
地
域
は
４
か
所
か
ら
２
か
所
に
、
板
取
地

域
は
６
か
所
か
ら
２
か
所
に
、
武
芸
川
地
域
は

５
か
所
か
ら
４
か
所
に
、
武
儀
地
域
は
４
か
所

か
ら
３
か
所
に
、
上
之
保
地
域
は
６
か
所
か
ら

２
か
所
に
再
編
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
２
月
20
日
可
決
・
同
意
・
可
分

▼
関
市
監
査
委
員
の
選
任
（
同
意
）

再
任　

林
隆
一　

任
期
４
年

▼
関
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
（
同
意
）

再
任　

吉
田
康
雄　

任
期
４
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
（
可
）

再
任　

長
屋
好
孝　

任
期
３
年

▼
新
年
度
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

◎
３
月
３
日
可
決
分

▼
関
市
役
所
支
所
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
財
政

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
▼
関

市
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
地
区
公

民
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
▼
関
市
立
関
商
工
高
等
学
校
授
業
料
等
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
社
会
教
育
委
員
設
置

条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
青
少
年
問
題
協
議
会
設

置
条
例
の
一
部
改
正
▼
関
市
立
洞
戸
高
賀
山
自
然

の
家
条
例
の
廃
止
▼
関
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
▼
関
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
（
市

議
第
１
号
）
▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

《
関
市
西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
及
び
関
市
西
部

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
別
館
、
関
市
洞
戸
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
》
▼
財
産
の
無
償
譲
渡
（
関
市
保
戸

島
公
民
セ
ン
タ
ー
）

◎
３
月
３
日
議
決
不
要
分

▼
関
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
（
市

議
第
２
号
）

◎
３
月
20
日
可
決
分

▼
関
市
総
合
特
別
区
域
法
第
23
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
の
制
定
▼
市

道
路
線
の
廃
止
▼
市
道
路
線
の
認
定
▼
平
成
25

年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
▼

平
成
25
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算《
下
水
道（
第

４
号
）、
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
共
済
事
業

（
第
１
号
）、
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
（
第
２
号
）、

介
護
保
険
事
業
（
第
４
号
）》
▼
平
成
26
年
度

関
市
一
般
会
計
予
算
▼
平
成
26
年
度
特
別
会
計

予
算
《
国
民
健
康
保
険
、
下
水
道
、
財
産
区
、

中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
共
済
事
業
、
食
肉
セ

ン
タ
ー
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
公
設
地

方
卸
売
市
場
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
簡
易
水

道
事
業
、
有
線
放
送
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
》

▼
平
成
26
年
度
関
市
水
道
事
業
会
計
予
算
▼
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
る
件
に
つ
い
て
▼
関
市
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

◎
３
月
20
日
否
決
分

▼
介
護
保
険
要
支
援
者
へ
の
保
険
給
付
の
継
続

を
求
め
る
意
見
書
▼
「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

※
次
回
の
平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
５
日
（
木
）
に
開
会
予
定
で
す
。

■
照
会
先 

議
会
事
務
局 

☎
2
3
―
９
０
６
８

 

審
議
の
結
果
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●日　　時

●対象地区

●行動内容

●放送内容

６月５日（木）　午前１０時１５分頃

市内全域　消防庁が全国一斉に訓練用の緊急地震速報を流しますので、行動練習（訓

練）を同時刻に行います。

訓練用の緊急地震速報を流しますので、市の防災行政無線（同報無線）と連動して、市内

に設置してある同報無線から、一斉に最大音量で流れます。自分の身を守る行動（①姿勢

を低くする　②手や腕で頭や首を守る　③揺れが収まるまでじっとする）を、放送を聞

いたその場所（家庭や職場など）で、１分間行ってください。

③次の「空メール用アドレス」を直接入力して送信する。
「t-seki@sg-m.jp」
※登録の際、ドメイン指定受信などの設定をされている方
は、次のアドレスもしくはドメインからのメールを受信できる
設定に変更をお願い致します。「seki-anshinmail@sg-m.jp」
※登録は無料ですが、メール送受信などに各携帯電話会社
の通常のパケット通信料（１メールあたり２～４円）がかかる
場合があります。

次の３通りの方法で登録画面に入ることができます。
①市が設置している登録用サイトスタンパー(市役所北庁舎
案内、危機管理課窓口[南庁舎1階])
②次のホームページアドレスにアクセスする。
「https://service.sugumail.com/seki-anshin/」
※下の携帯電話ＱＲコードからもアクセスできます。スマート
フォンの場合、読取には別途「QRコードリーダーアプリ」をダ
ウンロードして使用する必要があります。

[上りチャイム]　
こちらは広報せきです。ただ今から試験放送を行います。
（[緊急地震速報チャイム音]　緊急地震速報。大地震です。
大地震です。これは試験放送です）×３回
こちらは広報せきです。これで試験放送を終わります。
[下り４音チャイム]

※放送内容が変更となる場合があります。また、
　気象・地震活動の状況などによっては、訓練用の緊急地震速報の発表を中止することがあります。

リ
サ
イ
ク
ル
・
環
境
情
報

生
活
安
全
情
報

気
象
情
報

イ
ベ
ン
ト
・
行
事
情
報

防
犯
情
報

防
災
情
報

資
源
回
収
や
ご
み
収
集
な
ど

行
方
不
明
者
捜
索
、
食
中
毒
、
ク
マ
出
没
（
有
害
鳥
獣
情
報
）
な
ど

市
に
警
報
が
発
表
・
解
除
さ
れ
た
場
合
に
お
知
ら
せ

同
報
無
線
で
お
知
ら
せ
し
た
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
、
各
種
募
集
な
ど

不
審
者
情
報
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど

地
震
、
台
風
、
大
雨
、
大
雪
に
関
す
る
情
報
、
避
難
情
報
な
ど

「緊急地震速報（訓練用）」が流れます！
～その時どうしますか？～

自分の身を守る行動を練習しましょう。～今、居るその場所で～

関市あんしんメールの登録をご存知ですか？
　市では、災害などの時に次の情報をメールで配信しています。ぜひ皆さん登録をしましょう。



場　　所
期　日

1回目 2回目 

瀬尻公民センター 5/19（月） 5/26（月）

富野ふれあいセンター 5/20（火） ５/27（火）

田原ふれあいセンター 5/21（水） 5/28（水）

旭ヶ丘ふれあいセンター 5/23（金） 5/30（金）

東新町公民センター 6/  2（月） 6/ ９（月）

桜ヶ丘ふれあいセンター 6/  3（火） 6/10（火）

倉知ふれあいセンター 6/  4（水） 6/11（水）

下有知ふれあいセンター ６/６（金） 6/13（金）

四季ノ台公民センター 6/16（月） 6/23（月）

西部コミュニティセンター 6/17（火） 6/24（火）

安桜ふれあいセンター 6/18（水） 6/25（水）

千疋北公民センター 6/19（木） 6/26（木）

西部公民センター（緑ヶ丘） 6/30（月） 7/  7（月）

わかくさプラザ　

総合福祉会館リハビリ室
7/10（木） 7/17（木）

　

毎
年
5
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
！

，

，

，

※
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
で
も
参
加
可
能
。
ま
た
、２
回
の
内
１
回
だ
け
で
も
参
加
可
能
で
す
。

※
当
日
、
血
圧
が
高
い
方
や
体
調
が
悪
い
方
は
、
体
力
測
定
・
体
操
の
参
加
を
見
合
わ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
対　

象
】
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方　
　
　

【
定　

員
】
各
会
場
30
人
（
申
し
込
み
順
）　

※
要
予
約

【
持
ち
物
】
運
動
が
で
き
る
服
装
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

【
申
込
・
照
会
先
】
各
会
場
、
開
催
日
初
日
の
前
日
ま
で
に
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

①
体
力
測
定　

・
握
力
測
定　

・
開
眼
片
足
立
ち　

・
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
ア
ン
ド
ゴ
ー

②
貯
筋
体
操
（
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
紹
介
し
ま
す
）

③
食
事
の
お
話
（
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
ま
す
）

④
歯
の
健
康
に
つ
い
て
の
お
話
（
歯
の
ケ
ア
、
お
口
の
体
操
を
紹
介
し
ま
す
）

禁煙して20分後 血圧、脈拍が正常に戻る 

8時間後 血液中の酸素が正常に戻る

24時間後 心臓発作が起こる確率が下がる

48時間後 味覚、臭覚が正常に戻り始め、食事がおいしく感じられる

72時間後 呼吸が楽になる

2～3週間後 血液の循環がよくなり、歩行が楽になる

1～9か月後 せきが減る。肺機能が改善する

5年後 肺がんになる確率が半分に減る

15年後 心臓病になる確率が非喫煙者と同じ程度になる



【
部
長
級
】

▽
水
道
部
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）
和
座

豊
秋　

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長
（
職
員
課
長
）

平
田
尚　

▽
関
商
工
高
等
学
校
長
（
岐
阜
県
教

育
委
員
会
）
櫻
井
智
明

【
課
長
級
】  

▽
職
員
課
長
（
福
祉
政
策
課
長
）
下
村
等

▽
洞
戸
事
務
所
長
兼
洞
戸
教
育
事
務
所
長
兼
洞

戸
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
（
農
務
課
主
幹
）
後
藤

浩
孝　

▽
契
約
検
査
課
長
（
都
市
整
備
課
長
）

相
宮
好
孝　

▽
福
祉
政
策
課
長
（
市
民
協
働
課

主
幹
）
森
川
哲
也　

▽
高
齢
福
祉
課
長
（
高
齢

福
祉
課
主
幹
）
武
藤
由
美
子　

▽
子
ど
も
家
庭

課
長
兼
む
げ
が
わ
児
童
館
長
（
子
ど
も
家
庭
課

主
幹
）
北
瀬
美
幸　

▽
生
活
環
境
課
長
（
子

ど
も
家
庭
課
長
）
足
立
光
明　

▽
林
業
振
興
課

長
（
秘
書
広
報
課
主
幹
兼
経
営
戦
略
室
長
）
市

原
克
美　

▽
都
市
整
備
課
長
（
都
市
整
備
課
主

幹
兼
区
画
整
理
室
長
）
西
部
成
敏　

▽
下
水
道

課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
（
生
活
環
境
課
長
）

大
桑
哲
生　

▽
学
校
教
育
課
長
（
岐
阜
県
教
育

委
員
会
）
寺
澤
徹
夫　

▽
生
涯
学
習
課
長
兼
中

央
公
民
館
長
（
高
齢
福
祉
課
長
）
加
藤
正
直　

▽
文
化
課
長
兼
文
化
会
館
長
（
洞
戸
事
務
所
長

兼
洞
戸
地
域
教
育
事
務
所
長
）
宇
佐
見
秀
秋　

▽
関
商
工
高
等
学
校
事
務
長
（
林
業
振
興
課
長
）

漆
畑
巌　

▽
関
商
工
高
等
学
校
教
頭
（
岐
阜
県

教
育
委
員
会
）
三
輪
英
二

【
転
出
者
】（
３
月
31
日
付
）

▽
岐
阜
県
教
育
委
員
会
（
関
商
工
高
等
学
校
長
）

堀
川
厚
則　

▽
岐
阜
県
教
育
委
員
会
（
学
校
教

育
課
長
）
松
並
正
樹　

▽
岐
阜
県
教
育
委
員
会

（
学
校
教
育
課
主
幹
）
羽
賀
広
志　

▽
岐
阜
県

教
育
委
員
会
（
学
校
教
育
課
主
幹
兼
ま
な
び
セ

ン
タ
ー
所
長
）
庄
司
龍
彦　

▽
岐
阜
県
教
育
委

員
会
（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
）
蓑
島
昌
尚　

▽
岐
阜
県
教
育
委
員
会
（
学
校
教
育
課
主
任
主

査
兼
指
導
主
事
）
山
田
恭
子　
　

【
退
職
者
】（
３
月
31
日
付
）

▽
後
藤
美
和
（
水
道
部
長
）　

▽
長
尾
敏
郎
（
契

約
検
査
課
長
）　

▽
板
屋
和
良
（
下
水
道
課
長
兼

浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

▽
奥
田
幸
男
（
総
務
部

付
課
長
兼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
次
長
）　

▽
多
治
見
正
彦
（
生
涯
学

習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
）　

▽
植
村
道
生
（
文

化
課
長
兼
文
化
会
館
長
）　

▽
西
部
滋
雄
（
関
商

工
高
等
学
校
事
務
長
）　

◆
照
会
先　

職
員
課　

☎
23
―
６
８
１
４

市
役
所
の
人
事
異
動

屋根に降った雨を
一時的に貯めます

屋根

浄化槽転用

雨樋

貯留タンク

貯留施設

ポ
ン
プ

屋根に降った雨を
一時的に貯めます

屋根
雨樋

貯留施設

貯
留
タ
ン
ク

→

→

→

◆
対
象
者　

市
内
に
建
築
物
を
所
有
お
よ
び
占
有（
所
有
者
の
同
意
を
得
た
方
に
限
る
）し
て

い
る
個
人
、ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
で
貯
留
施
設
を
設
置
す
る
方
。

◆
補
助
対
象
施
設　

不
用
と
な
っ
た
既
設
浄

化
槽
を
転
用
す
る
場
合
、ま
た
は
市
販
の
雨

水
貯
留
施
設
を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
。

◆
補
助
金
額　

▽
不
用
浄
化
槽
転
用
＝
転
用
工
事
な
ど
に
要

し
た
経
費
の
１
／
２
以
内
で
、限
度
額
６
０
，

０
０
０
円

▽
市
販
雨
水
貯
留
槽
＝
材
料
費
、工
事
費
、

諸
経
費
で
、１
基
の
容
量
が
１
０
０
㍑
以

上
２
０
０
㍑
未
満
は
２
０
，０
０
０
円
、

２
０
０
㍑
以
上
は
２
５
，０
０
０
円
を
そ

れ
ぞ
れ
限
度
と
し
て
、経
費
の
１
／
２
以

内
の
額（
た
だ
し
自
己
に
よ
る
設
置
手
間

の
工
事
費
、諸
経
費
を
除
く
）

◆
照
会
先　

土
木
課（
☎
23

－

7
7
9
0
）

　

雨
水
貯
留
施
設
は
、
宅
地
に
降
る
雨
を
タ
ン
ク
な
ど
に
貯
留
し
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
な
ど
の
大
雨
が
短
時
間
に
流
れ
出
る
こ
と
に
よ
る
浸
水
被
害
な
ど
を
軽
減
し

ま
す
。
ま
た
、
貯
留
水
を
庭
木
へ
の
散
水
や
洗
車
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
で
水

道
水
の
使
用
量
を
節
約
し
た
り
、
不
用
と
な
っ
た
浄
化
槽
を
再
利
用
す
る
こ
と

で
ゴ
ミ
の
発
生
を
少
な
く
し
て
環
境
保
全
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
非
常
時
に

は
防
火
用
水
、
生
活
用
水
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
施
設
の
設
置
ま
た
は
購
入
前
に
市
へ
の
申
請
が

必
要
で
す
。



◆
照
会
先　
　

商
工
課　

☎
23
―
6
7
5
3

　

近
年
、
振
り
込
め
詐
欺
等
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
の
傾
向
と

し
て
、
高
齢
者
が
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
、
さ
ら
に
一
度
被

害
に
遭
っ
た
高
齢
者
が
再
び
狙
わ
れ
て
被
害
に
あ
う
高
齢

者
の
「
二
次
被
害
」
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
被
害
に
あ
っ
た
高
齢
者
が
ど
こ
に
も
相
談
に
行
か

な
い
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
リ
ス
ク
の
高
い
消
費
者
、
特
に
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
を
地
域
全
体
で
見
守
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
市
で
も
、
岐
阜
県
や
各

種
地
域
団
体
と
協
力
し
て
地
域
で
の
見
守
り
体
制
を
拡
充

す
る
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
啓
発

を
随
時
行
う
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
生

活
に
寄
与
し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
市
で
は
「
消
費
生
活
相
談
室
」
を
週
４
日
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
専
門
の
相
談
員
が
消
費
生

活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
で
被
害
を
受
け
た
場
合
や
訪
問
販
売
な
ど
で
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
、
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
届
い

た
、
多
重
債
務
（
借
金
）
で
悩
ん
で
い
る
、
な
ど
・
・
・

困
っ
た
と
き
、
悩
ん
だ
と
き
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
岐
阜
県
で
も
同
じ
よ
う
な
消
費
生
活
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消費生活に
関する

相談は

関市消費生活相談室（北庁舎２階 商工課内）
月・火・木・金 9:00～16:00（祝日除く） ☎23-6752
（来庁される場合はできるだけ事前にお電話ください）

県民生活相談センター（ふれあい福寿会館）
月～金　8:30～17:00（祝日除く） ☎058-277-1003

〜
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
た
め
に
〜

日　
　

時
：
６
月
８
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分
（
予
定
）　

受　
　

付
：
午
前
１0
時
30
分
か
ら

場　
　

所
：
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
岐
阜
市
長
良
6
4
8
）

定　
　

員
：
男
女
各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

応
募
要
件
：
35
歳
か
ら
50
歳
ま
で
の
独
身
男
女 

※
た
だ
し
、
男
性
は
関
市
公
民
館
結
婚
相
談
所
登
録
者
ま
た
は
、
市
内
在

住
、
在
勤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
限
る

参   

加  

費
：
男
性
６
０
０
０
円
、
女
性
４
５
０
０
円

申
込
方
法
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.seki.lg.jp

）
ま
た
は
、

各
地
域
結
婚
相
談
所
、
中
央
公
民
館
に
設
置
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
参
加
費
を
添
え
て
、
5
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
持

参
。
ま
た
は
、
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま

す
。
後
日
参
加
費
の
納
付
案
内
を
郵
送
し
ま
す
）

照 

会 

先
：
わ
か
く
さ
プ
ラ
ザ 

学
習
情
報
館
館
内 

中
央
公
民
館
（
☎

23
-

7
7
7
6
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広報せき 2014.5.1

　関市出身のシンガーソングライター、松井まさみ

ちさんが、故郷への思いを込めて、市イメージキャラ

クターの歌「まあるいこころ」を制作されました。市

は「イメージキャラクター公認ソング」として広く

ＰＲを図っていきます。「まあるいこころ」は、はもみ

んホームページで試聴できるほか、無料のアプリ「コ

コアル」をインストールして、左の姿の「はもみん」

を読み取ると、スマートフォンなどでも歌が流れま

す。ぜひ聞いてみてください！

はもみんの歌ができました

vol.2

３月16日〜４月15日にあった
市内の話題を中心にご紹介します。

　4 月 1 日、関駅西口駅前広場「関シティターミナル」
がオープンしました。新宿や名古屋行の高速バス、路
線バスの岐阜関線、市内を走るシティバス、タクシー、
長良川鉄道の乗り継ぎができるようになりました。
　市民の方から「駅前が立派になったね」とか「便利
になったよ」というご意見をいただき、私もうれしく
思います。これまで関市には「玄関口がない」という
話を耳にすることが多かったのですが、新しい表玄関
として多くの方にご利用をいただきたいと思います。

★関シティターミナル★

関市の表玄関として～関シティターミナル～

　ターミナル北側には駐車場を整備しました。有料で
すが、3 時間までは無料、3 時間を超えても 1 日 200
円です。以前は舗装がされておらず駐車線も引いてな
かったので見た目ほどたくさん駐車できませんでした
が、171 台分の駐車スペースがあれば、よほどオーバー
することはないかと思います。
　ところで名古屋行の高速バスを利用される方は多く
いらっしゃいますが、市役所で乗車した場合と比べ、
関シティターミナルで乗車した方がバスに乗車時間は
片道およそ15分、往復だとおよそ30分短縮できます。
また「バス運賃」＋「駐車料金」と考えると、どちら
で乗車しても同じ金額ですので、関シティターミナル
で乗車した方が「時間」の分お得ですよ。 また、岐
阜バスの岐阜関線においては 4 月 1 日から 12 便を増
便されました。名鉄岐阜駅を 23 時 20 分に出発して
関シティターミナルを経由し、せき東山まで走る深夜
バスも増便されています。名古屋や岐阜での懇親会・・・
の帰りには使えますね。
　ちなみにターミナルには時計付モニュメントがあり
ます。さてその形は・・・関市の象徴をデザインして
いますので、ぜひご自分の目でお確かめください。
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　4月13日、上之保宮脇の八幡神社で、山里に春を告げる

伝統行事「先谷まつり」が開催されました。神殿での神

事の後、奇面をかぶった棒振りと獅子を先頭に、白装束

に烏帽子姿の担ぎ手に担がれた神輿が登場。まだ満開の

桜の下、神社周りを行列が練り歩きました。鳥居前には

各地区からの祭り役たちも集まってにぎやかな輪がで

きるとともに、担いだ神輿の下を参詣者が、厄除けにく

ぐる姿も見られました。

　4 月13 日、武芸川町八幡の八幡神社で、江戸時代から

続く地域の祭り「花馬まつり」が開催されました。大勢

の観客が境内を囲むように見守る中、竹に桜色の和紙の

花が彩られた厄除けの装飾を取り付けた馬が会場内を

駆け抜けました。神社の鳥居を馬が通ると、氏子や見物

客が一斉に花をめがけて飛びかかり、奪い合いました。

馬に向かっていく勇敢な姿や、花を取り合う姿を見て、

観客からは大きな歓声と拍手が送られていました。

　4月5日、小屋名百年橋西側の津保川上空を約40匹の

こいのぼりが気持ちよさそうに泳ぎました。これは10

年以上前から、地元で不要になったこいのぼりを集めて

皆さんに楽しんでもらおうと始まりました。地元役員の

方々が、津保川両岸にある鉄柱に張られたワイヤに、バ

ケット車を使って大小さまざま、色とりどりのこいのぼ

りを設置します。こいのぼりが次々と上げられる姿は、

沿道を通る人たちの目を楽しませました。

　誕生した赤ちゃんに、刃物のまち関ならではの贈り物

として、つめ切りをプレゼントする事業が4月1日、始ま

りました。「ファーストつめきり」と名付けられた、カン

ガルー型の赤ちゃん用つめ切りはさみには、輝かしい未

来を切り開いていってほしいとの思いが込められてい

ます。この日、配布場所となる観光交流課の窓口には、第

1 号となる親子が訪れ、出生届を提出したばかりの妹へ

の「ファーストつめきり」を受け取りました。

　関テクノハイランド内にある市指定重要文化財「砂

行（すぎょう）1 号古墳」の墳丘保護工事が、このたび完

了しました。この古墳は5 世紀の造り出し付き円墳で、

遺体を納めた穴からは銅鏡や鉄刀が見つかっています。

葬られた人は古代のムギ郡を治め、壬申の乱でも活躍し

た豪族であるムゲツ氏と深い関係を持っていたと考え

られています。貴重な文化財を後世に残すため、墳丘を

土で覆い芝生を張って保護しました。

伝統の祭りが今年も開催

花馬が駆け抜けます

元気よく泳ぐ姿を見てください

つめきりでおめでとう

新しく生まれ変わりました
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は
も
み
ん
・
は
つ
ら
つ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
春
季

■
日
時　

５
月
11
日
（
日
）
▽
午
前
８
時
～

８
時
30
分
受
付
（
当
日
受
付
）　

▽
午
前

９
時
出
発　

▽
正
午
ご
ろ
解
散

■
集
合
場
所　

市
役
所
芝
生
広
場

■
コ
ー
ス　

市
役
所
芝
生
広
場
（
発
着
点
）

～
濃
州
関
所
茶
屋
～
吉
田
川
沿
い
（
ロ
ン

グ
コ
ー
ス
約
７
㌔
、
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
約

５
㌔
）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具
な
ど

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７

７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）

※
雨
天
中
止
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
23
―

７
７
５
２
）

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
事
業
に

ご
協
力
を

　

サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
ジ
ニ
ア
・

ト
レ
ニ
ア
の
花
を
植
栽
し
ま
す
。
花
い
っ
ぱ

い
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

 

６
月
１
日
（
日
）

※
地
域
に
よ
り
開
催
日
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
場
所　

国
道
１
５
６
号
＝
小
瀬
～
小
屋
名

地
内
▽
県
道
関
金
山
線
＝
岩
下
交
差
点
周

辺
、
中
之
保
・
下
之
保
地
内
▽
本
町
通
り

＝
栄
町
２
丁
目
～
吉
本
町
▽
平
和
通
り
＝

平
和
通
７
丁
目
～
西
旭
ヶ
丘
▽
そ
の
他
自

治
会
な
ど
の
花
壇
お
よ
び
プ
ラ
ン
タ
ー

■
照
会
先　

都
市
整
備
課
（
☎
23
―
７
９
８

１　

23
―
７
７
４
６
）

春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時　

６
月
１
日
（
日
）
▽
一
般
男
子
＝

午
前
８
時
30
分　

▽
一
般
女
子
＝
午
前
11

時　

▽
45
歳
以
上
＝
正
午
ま
で
に
受
付　

※
雨
天
の
場
合
は
６
月
８
日
（
日
）

■
場
所　

中
池
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
種
目　

一
般
男
子
・
女
子
、45
歳
以
上
男
子
・

女
子
の
各
ダ
ブ
ル
ス

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

方
、
関
市
テ
ニ
ス
協
会
在
籍
の
方

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

■
申
込
先　

５
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
関
市
テ
ニ
ス
協
会
（
ワ
ー
ル

ド
ス
ポ
ー
ツ
内
☎
24
―
０
０
１
１
）

社
会
人
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時　

６
月
15
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

～　

※
雨
天
の
場
合
は
６
月
22
日
（
日
）

■
場
所　

中
池
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
種
目　

一
般
男
子
・
女
子
、45
歳
以
上
男
子
・

女
子
の
各
シ
ン
グ
ル
ス

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方
ま
た
は
在

学
の
大
学
生
・
専
門
学
校
生

■
参
加
費　

１
人
２
０
０
０
円

■
申
込
先　

５
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
関
市
テ
ニ
ス
協
会
（
ワ
ー
ル

ド
ス
ポ
ー
ツ
内
☎
24
―
０
０
１
１
）

◆日　時：５月11日（日）
　　　　  午後1時30分から（午後1時開場）
◆場　所：中池公園　旧徳山村民家
◆内　容：サックスによるジャズ、ポップスなどの演奏
◆出　演：ビジューサックスカルテット
◆照会先：文化課（☎24-6455）

徳山民家コンサート

入場
無料

広報せき 2014.5.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

◆場所　わかくさ・プラザ
「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランス
ホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎ 23-7777

5月5日(月・祝)

5月17日(土)～5月29日(木)

ゴールデンウィークスペシャル2014

春の山野草展

せき・まちかど工房ギャラリー
午前10時～午後6時

■照会先　せき・まちかど工房を支援する会
　　　（本町商店街事務局内  ☎24-8212）

長良川鉄道写真展

リアル関写真展

茜華グループ作品展

パレットの会

5月6日(火)～5月11日(日)

5月20日(火)～5月25日(日)

5月13日(火)～5月18日(日)

5月27日(火)～6月1日(日)
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第
35
回
関
市
文
化
協
会
邦
楽

大
会

■
日
時　

５
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
～

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

大
正
琴
の
演
奏
や
詩
吟
、
民
踊
、

舞
踊
な
ど
の
上
演

■
入
場
料　

無
料

■
照
会
先　

文
化
協
会
事
務
局
（
文
化
課
内

☎
24
―
６
４
５
５
）

第
64
回
町
内
対
抗
野
球
大
会

■
期
間　

６
月
８
日
～
８
月
10
日
の
毎
週
日

曜
日　

※
決
勝
は
８
月
14
日
（
木
）

■
場
所　

市
民
球
場
ほ
か

■
代
表
者
会
議　

５
月
30
日
（
金
）
午
後
７

時
～　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
そ
の
他　

申
込
書
は
各
自
治
会
長
宛
て
に

送
付
し
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

５
月
14
日
（
水
）
ま
で

に
参
加
費
（
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
）
を

添
え
て
、
関
市
体
育
協
会
（
中
池
公
園
事

務
所
内
☎
23
―
８
５
１
１
、
関
市
総
合
体

育
館
内
☎
23
―
８
５
２
５
）、
西
部
支
所
、

各
地
域
事
務
所
ま
た
は
軟
式
野
球
連
盟
事

務
局
（
カ
ネ
マ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
店
☎
22
―
４

９
３
２
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

【
歌
や
音
楽
で
絵
本
の
世
界
を
楽
し
も
う
】

　

歌
や
音
楽
と
と
も
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
ま
す
。
親
子
で
の
ん
び
り
と
し
た
時

間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分

■
場
所　

安
桜
子
ど
も
館
（
安
桜
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
内
）

■
参
加
費　

無
料

■
講
師　

小
林
家
（
こ
ば
や
し
や
）

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

24
―
７
７
７
２
）

岐
阜
県
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
魚
の
捕
り
方
教
え
ま
す　

～
ビ
オ
ト
ー
プ

の
魚
調
べ
～
】

　

百
年
公
園
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
ど
ん
な

生
き
物
が
住
ん
で
い
る
の
か
、
家
族
で
楽
し

み
な
が
ら
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

５
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

岐
阜
県
百
年
公
園

▽
定
員　

20
人
（
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

▽
参
加
費　

無
料

【
む
か
し
た
ん
け
ん
た
い
】

　

展
示
室
で
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
、
昔
の

人
が
実
際
に
使
っ
て
い
た
道
具
に
触
れ
た
り

し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
31
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

▽
場
所　

岐
阜
県
博
物
館

▽
定
員　

20
人（
小
学
2
年
以
下
保
護
者
同
伴
）

▽
参
加
費　

入
館
料
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
。
１
カ
月
前
か
ら
受
け
付

け
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28
―
３
１

１
１
）

ひ
ま
わ
り
の
丘
園
芸
ま
つ
り

　

障
が
い
者
支
援
施
設
「
ひ
ま
わ
り
の
丘
」

の
利
用
者
が
育
て
た
20
種
ほ
ど
の
花
苗
の
ほ

か
、
鉢
花
、
寄
せ
植
え
、
観
葉
植
物
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

～
午
後
２
時

■
場
所　

ひ
ま
わ
り
の
丘
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ

ス
（
桐
ヶ
丘
、
中
部
学
院
大
学
・
中
濃
特

別
支
援
学
校
南
側
）

■
そ
の
他　

焼
き
た
て
パ
ン
や
縫
製
製
品
な

ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

■
照
会
先　

ひ
ま
わ
り
の
丘
第
四
学
園
花
工

房
キ
ラ
リ
（
☎
23
―
２
５
５
４
）

トレーニング機器取扱説明会

日　時

場　所
対　象
定　員
持ち物
申込先

5月24日（土）午前10時～11時の部
　　　　　    午前11時～正午の部
わかくさ・プラザ「総合体育館・トレーニングルーム」
15歳以上（中学生を除く）
各部100人（申し込み順）
運動ができる服装、屋内用シューズ
5月1日（木）～20日（火）の
午前8時30分～午後5時に
わかくさ・プラザ「総合体育館」（☎23-8822）

わかくさ・プラザ
「総合体育館」

5月1日（木）・15日（木）午後7時～9時
※登録料が必要

5月10日（土）午後1時30分～4時
※参加無料

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

関
川
桜
及
び
蛍
保
存
会

　

関
川
の
桜
と
蛍
を
守
る
た
め
広
く
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
関
川
周
辺
の
美
化

活
動
を
主
に
、
桜
並
木
の
保
全
、
蛍
の

育
つ
環
境
の
維
持
な
ど
、
会
員
の
親
睦

を
図
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆
会
費　

年
額
１
口　

法
人
・
団
体
＝

５
０
０
０
円　

個
人
＝
２
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
１
口
以
上
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
申
込
・
照
会
先　

関
商
工
会
議
所　

関
川
桜
及
び
蛍
保
存
会
（
☎
22
―

２
２
６
６
）

会員
募集

広報せき 2014.5.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ



26

関
特
別
支
援
学
校

第
21
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

■
日
時　

５
月
24
日
（
土
） 

午
前
９
時
50
分

～
午
後
２
時
45
分

■
場
所　

関
特
別
支
援
学
校
（
桐
ヶ
丘
１
）

■
内
容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
な

ど
（
軽
食
な
ど
は
数
量
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）。

■
照
会
先　

関
特
別
支
援
学
校
（
☎
22
―
４

２
３
８
）

『
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
』
in
む

げ
が
わ

　

美
し
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
。
痩
せ
や
す
い
体
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
16
日
（
金
）
午
後
２
時
～
４

時
■
場
所　

武
芸
川
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ヘ
ル
シ
ー
栄
養
学
「
バ
ラ
ン
ス
美

食
で
美
味
し
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
」、
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操

■
対
象　

市
内
在
住
の
30
～
74
歳
の
方

■
定
員　

25
人
（
申
し
込
み
順
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
運
動
の
で
き
る
服
装

■
申
込
・
照
会
先　

開
催
日
前
日
ま
で
に
武

芸
川
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
46
―
２
８
９

９
）

『
ま
め
か
な
塾
』
in
む
げ
が
わ

　
「
ま
め
」
に
過
ご
す
た
め
の
丈
夫
な
体
と

心
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
14
日
（
水
）・
28
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

■
場
所　

武
芸
川
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

▽
14
日
「
リ
ズ
ム
体
操
」
▽
28
日

「
シ
ニ
ア
ビ
ク
ス
」

※
専
門
指
導
員
に
よ
る
や
さ
し
い
体
操
指
導

で
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

■
定
員　

25
人
（
申
し
込
み
順
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
の
で

き
る
服
装

■
申
込
・
照
会
先　

前
日
ま
で
に
武
芸
川
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
46
―
２
８
９
９
）

弓
道
教
室

■
日
時　

▽
昼
間
コ
ー
ス
＝
５
月
20
日
～
６

月
20
日
の
毎
週
火
・
金
曜
日　

午
前
10

時
～
正
午
（
全
10
回
）

　

▽
夜
間
コ
ー
ス
＝
５
月
21
日
～
６
月
21
日

の
毎
週
水
・
土
曜
日　

午
後
７
時
～
９

時
（
全
10
回
）

■
場
所　

関
市
弓
道
場
（
本
郷
町
）

■
定
員　

各
コ
ー
ス
20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方
（
経
験
不
問
）

■
受
講
料　

無
料

■
そ
の
他　

弓
具
の
貸
し
出
し
あ
り
。
事
前

の
見
学
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

５
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
関
市

弓
道
会
・
加
納
（
☎
24
―
１
５
２
２
ま

た
は
０
７
０
―
６
５
８
２
―
２
４
４
０

　

sekikyudo@
m
bn.nifty.com

）

は
じ
め
て
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
公
用
語
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
基
礎
講
座
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
会

話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
４
日
～
７
月
２
日
の
毎
週
水

曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時（
全
５
回
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

■
講
師　

大
滝
マ
リ
ア
さ
ん
（
関
市
ブ
ラ
ジ

ル
人
相
談
員
）

■
定
員　

20
人

※
５
人
以
下
の
場
合
は
講
座
を
中
止
し
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。抽
選
結
果
・

詳
細
案
内
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

■
受
講
料　

１
５
０
０
円　

※
協
会
年
会
費

　

２
０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

５
月
７
日
（
水
）
～
23

日
（
金
）
の
期
間
内
に
、
国
際
交
流
協
会

事
務
局
（
秘
書
広
報
課
内　

☎
23
丨
６

８
０
６
）
ま
で
電
話
ま
た
は
郵
送

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
運
動
教
室

　

運
動
を
始
め
て
み
た
い
方
、
健
康
的
に
体

重
を
落
と
し
た
い
方
、
体
を
動
か
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
方
…
毎
年
大
好
評
の
運
動

教
室
で
す
。

■
日
時　

６
月
６
日
～
７
月
25
日
の
毎
週
金

曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
（
全

８
回
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
」

■
内
容　

運
動
指
導
専
門
員
に
よ
る
有
酸
素

運
動
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

■
対
象　

市
内
在
住
の
30
～
70
歳
の
方

※
原
則
８
回
と
も
参
加
で
き
る
方

■
定
員　

30
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。抽
選
結
果
・

詳
細
案
内
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
持
ち
物　

室
内
用
運
動
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
運
動
の
で
き
る
服
装

■
そ
の
他　

運
動
前
に
血
圧
測
定
と
体
調
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
で
運

動
の
実
技
を
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

５
月
16
日
（
金
）
ま
で

に
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
丨
０
１

１
１
）

第
12
回
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

■
日
時　

６
月
５
日
～
26
日
の
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
正
午
（
全
４
回
）

■
場
所　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

初
心
者
で
20
歳
以
上
の
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込

み
）
※
貸
靴
は
毎
回
３
０
０
円
別
途
必
要

■
講
師　

野の

の

や

ま

々
山
路る

か可
プ
ロ
、
長な

が
お
か岡
義よ

し
た
か一
プ
ロ

■
申
込
先　

６
月
４
日
（
水
）
ま
で
に
関
市

ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
・
岡
田
（
関
ボ
ウ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
―
４
９
２
２
）

広報せき 2014.5.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ



27

Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

知
的
障
が
い
や
自
閉
症
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
よ
う
学
び
ま
す
。

■
日
時　

６
月
７
日（
土
）、７
月
５
日（
土
）、

９
月
６
日
（
土
）、
10
月
４
日
（
土
）、

11
月
８
日
（
土
）　

い
ず
れ
も
午
後
１
時

～
４
時
（
全
５
回
）

■
場
所　

中
濃
特
別
支
援
学
校

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

５
月
７
日（
火
）～
23
日（
金
）

に
、
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
②
性
別
、

③
生
年
月
日
・
年
齢
、
④
職
業
（
学
校

名
・
学
年
）、
⑤
住
所
・
郵
便
番
号
、
⑥

電
話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
）、
⑦
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加

入
の
有
無
、
⑨
講
座
希
望
理
由
を
記
入

し
、
事
務
局
へ
フ
ァ
ク
ス
（

24
―
６
２

６
５
）
ま
た
は
郵
送
（
〒
５
０
１
―
３

９
３
８　

桐
ヶ
丘
２
―
３　

中
濃
特
別

支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
活
動
委
員
会
あ

て
）

■
照
会
先　

中
濃
特
別
支
援
学
校　

吉
戸
・

野
中
（
☎
24
―
１
７
７
３
）

平
成
27
年
成
人
式
実
行
委
員

　

平
成
27
年
１
月
に
開
催
す
る
成
人
式
の
企

画
・
運
営
・
進
行
な
ど
を
行
う
、
関
地
域
の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち
の
手

で
創
り
上
げ
て
み
よ
う
と
、
意
欲
に
満
ち
た

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
～
７
年
４
月

１
日
の
出
生
者
で
、
市
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
方
お
よ
び
市
内
中
学
校
出
身
者

■
定
員　

15
人

■
申
込
・
照
会
先　

５
月
31
日
（
土
）
ま
で 

　

に
中
央
公
民
館
（
☎
23
―
７
７
７
６
）

市
営
住
宅
入
居
者
定
期

【
公
営
住
宅
】

■
収
入
基
準　

▽
一
般
世
帯
＝
月
額
15
万
８
０
０
０
円
以
下

▽
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
世
帯
＝
月
額
21

万
４
０
０
０
円
以
下

▽
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
＝
月
額
21
万
４
０
０
０
円
以
下

■
入
居
資
格

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
の

あ
る
方

▽
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

▽
収
入
基
準
以
内
の
方

▽
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

■
申
込
期
間　

５
月
１
日（
木
）～
16
日（
金
）

■
入
居
予
定
日　

７
月
１
日
（
火
）

■
選
考
方
法　

抽
選
に
よ
り
決
定

■
申
込
先　

都
市
計
画
課
ま
た
は
募
集
住
宅

が
所
在
す
る
各
地
域
事
務
所

■
照
会
先　

都
市
計
画
課（
☎
23
―
８
１
２
１
）

市
営
住
宅
入
居
者
随
時

【
公
営
住
宅
】

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

■ 

収
入
基
準

（
公
営
住
宅
）

▽
一
般
世
帯
＝
月
額
15
万
８
０
０
０
円
以
下

▽
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
世
帯
＝
月
額
21

万
４
０
０
０
円
以
下

▽
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
＝
月
額
21
万
４
０
０
０
円
以
下

　

た
だ
し
、
過
疎
地
域
に
存
在
す
る
市
営
住

宅
に
入
居
す
る
場
合
＝
月
額
25
万
９
０

０
０
円
以
下

（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

 

▽
洞
戸
＝
月
額
19
万
円
以
上
42
万
７
０
０

０
円
以
下　

▽
上
之
保
＝
月
額
18
万
６

０
０
０
円
以
上
56
万
６
０
０
０
円
以
下

■
入
居
資
格

　

市
営
住
宅
入
居
者
定
期
参
照

■
申
込
期
間　

５
月
１
日
（
木
）
～
平
成
27

年
３
月
31
日
（
火
）

■
入
居
予
定
日　

随
時

■
選
考
方
法　

申
込
必
要
書
類
を
受
理
し
た

順
で
、
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
先　

都
市
計
画
課

※
申
込
用
紙
や
収
入
基
準
、
家
賃
な
ど
詳
し

く
は
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
募
集
住
宅

が
所
在
す
る
地
域
事
務
所
ま
で

■
照
会
先　

都
市
計
画
課（
☎
23
―
８
１
２
１
）

母
子
・
父
子
家
庭
仲
良
し
親
子

の
集
い

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、他
の
家
族
と
交
流
し
親
睦
を
図
り
ま
す
。

■
期
日　

６
月
８
日
（
日
）

■
集
合
場
所　

▽
洞
戸
事
務
所
・
武
儀
事
務

　

所
＝
午
前
７
時
45
分
集
合　

▽
市
役
所
＝

午
前
８
時
30
分
集
合
（
合
流
）

■
行
き
先　

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

■
対
象　

母
子
・
父
子
家
庭
の
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
と
そ
の
親

■
募
集
人
員　

１
３
０
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

無
料　

※
昼
食
・
お
や
つ
な
ど

は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

５
月
16
日
（
金
）
～
22

日
（
木
）
に
子
ど
も
家
庭
課
（
☎
23
ー

８
９
６
５　

23
ー
７
７
４
８
）

武
芸
川
小
知
野

松

ケ

洞

北

天

神

岩

下 

東
山
３
丁
目

住
宅
名

3
D
K

3
D
K

3
D
K

3
D
K

3
D
K
間
取

1 

3
，6
0
0
円
～

1 
2
，7
0
0
円
～

1 
6
，3
0
0
円
～

1 

8
，9
0
0
円
～

2 

2
，0
0
0
円
～

月
額
家
賃

１ 2 2 １１戸
数

中
之
保
柳
瀬

富
之
保
岩
山
崎

板
取
門
出
北

住
宅
名

4
D
K

3
L
D
K

4 

K
間
取

1 

6
，3
0
0
円
～

1 

7
，0
0
0
円
～

9
，7
0
0
円
～

月
額
家
賃

1 １ 2 戸
数

上
之
保
宮
ケ
野

洞
戸
高
見

住
宅
名

4
D
K

4
D
K
間
取

4 

0
，0
0
0
円
～

3 

0
，0
0
0
円
～

月
額
家
賃

１ 2 戸
数
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関
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　

都
市
計
画
区
域
（
関
・
武
芸
川
地
域
）
に

関
す
る
事
項
を
、
学
識
経
験
者
、
市
議
会
議

員
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
都
市
計
画
審
議
会
で

調
査
、
審
議
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
男
女
問
わ
ず
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

４
人
以
内

■
対
象

　

▽
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

　

▽
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■
任
期　

６
月
１
日
か
ら
２
年
間

■
報
酬　

市
の
規
定
に
よ
る
委
員
報
酬

■
応
募
方
法　

市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り

を
題
材
と
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文

（
様
式
自
由
）
と
申
込
用
紙
を
、
都
市
計

画
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
申
込
用
紙
は
同
課
窓
口
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
応
募
期
限　

５
月
20
日
（
火
）

※
郵
送
は
当
日
消
印
有
効

■
選
考
方
法　

書
類
、
男
女
比
率
な
ど
か
ら

選
考
し
ま
す
。（
結
果
は
本
人
に
通
知
し

ま
す
）

■
照
会
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
8
1
2
1

　

23
―
7
7
4
6　

toshikeikaku@
city.lg.jp

）

平
成
27
年
歌
会
始

■
お
題
「
本
」

※
「
ぼ
ん
」「
ぽ
ん
」「
も
と
」
な
ど
の
よ
う

に
読
ん
で
も
よ
く
、「
本
」
の
文
字
が
詠

み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
本
を
表
す
内
容
で
あ

れ
ば
、「
本
」
の
文
字
が
な
い
場
合
で
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
詠
進
要
領

▽
詠
進
歌
は
自
作
の
短
歌
で
１
人
１
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
。

▽
用
紙
は
習
字
用
の
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自

書
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
筆
で
き
な
い
方
は
、
点
字
や
代
筆
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
の
印
字
で
も
可

■
詠
進
期
限　

９
月
30
日
（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

■
送
付
先　

　

〒
１
０
０
―
８
１
１
１　

宮
内
庁

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

宮
内
庁
式
部
職
宛
て
に
住
所
、

氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た

封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日
（
土
）
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
。
あ
わ
せ
て
宮
内
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

刀
剣
な
ん
で
も
無
料
相
談

　

古
式
日
本
刀
鍛
錬
お
よ
び
刀
剣
研
磨
外
装

技
術
一
般
公
開
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

■
場
所　

関
鍛
冶
伝
承
館

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

毎
年
６
月
１
日
の「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
あ
わ
せ
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
相
談
日
時
・
場
所　

６
月
３
日
（
火
）
午

後
１
時
～
４
時　

▽
わ
か
く
さ
・
プ
ラ

ザ
「
総
合
福
祉
会
館
・
１
―
１
相
談
室
」

▽
洞
戸
事
務
所
・
会
議
室　

▽
板
取
事

務
所
２
階
・
研
修
室　

▽
武
芸
川
事
務

所
２
階
・
会
議
室　

▽
武
儀
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
・
会
議
室　

▽
上
之
保
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
・
１
―
２
会
議
室

■
相
談
担
当
者
（
市
人
権
擁
護
委
員
）（
敬

称
略
）
▽
山
内
輝
次
☎
０
５
８
１
―
58

―
２
９
５
８　

▽
神
木
紀
男
☎
22
―
３

１
８
８　

▽
西
村
祺
子
☎
28
―
２
９
８

３　

▽
山
田
文
子
☎
46
―
２
３
０
７　

▽
平
下
冨
士
子
☎
46
―
３
４
５
２　

▽

奥
村
克
則
☎
29
―
０
２
４
３　

▽
福
田

弘
子
☎
49
―
２
２
２
４　

▽
後
藤
章
嘉

☎
22
―
４
９
８
２　

▽
土
屋
貴
世
☎
49

―
２
９
１
８　

▽
長
屋
好
孝
☎
０
５
８

１
―
57
―
２
４
１
０ 　

▽
小
川
久
子
☎

22
―
６
８
９
１

※
人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
、
人
権
に
関
す
る
相
談
や
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
「
人
権
擁
護
委
員
」

に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
３
４

９　

23
―
７
７
４
８
）

太
極
拳
関
サ
ー
ク
ル

わ
か
く
さ
教
室

　

お
だ
や
か
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、

準
備
運
動
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。
初
め

て
の
方
で
も
無
理
な
く
で
き
ま
す
。

◆
練
習
日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

◆
練
習
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総

合
体
育
館
・
武
道
場
」

◆
申
込
・
照
会
先　

太
極
拳
関
サ
ー

ク
ル
わ
か
く
さ
教
室
・
河
村
（
☎

０
９
０
―
２
９
２
９
―
９
５
７
１
）

桜お
う
り
い
く
か
い

鯉
育
会

　

吉
田
川
の
河
川
清
掃
を
行
い
、
川
の

美
化
、
桜
並
木
の
保
全
に
努
め
、
鯉
の

放
流
、
養
育
を
し
ま
す
。
ま
た
、
吉
田

川
桜
ま
つ
り
で
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
餅

ま
き
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
協
力
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
活
動
日　

毎
月
最
終
の
日
曜
日

◆
申
込
・
照
会
先　

桜
鯉
育
会
会
長
・

神
木
（
☎
22
―
３
１
８
８
）

　　
「
市
民
掲
示
板
」
に
は
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る
催
事
案
内
や
、

募
集
に
つ
い
て
掲
載
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
掲
載
団
体
や
掲
載
内
容
に
つ
い
て

は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

秘
書
広
報
課
☎
23

―
６
８
０
６

会員
募集

広報せき 2014.5.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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自
治
連
再
編
成
に
伴
う

民
生
委
員
児
童
委
員
担
当
区
域

の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
の
自
治
会
連
合
会
再
編
成

に
伴
い
、
一
部
の
地
域
で
担
当
民
生
委
員
児

童
委
員
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
区
域　

栄
町
３
丁
目
第
１

■
担
当
民
生
委
員
、
児
童
委
員　
（
安
桜
）

西
部
直
美
さ
ん
（
☎
24
―
０
５
２
２
）

■
照
会
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
９
０
３
２

　

23
―
７
７
４
８
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
立
候
補

関
係
者
説
明
会

　

７
月
に
執
行
予
定
の
関
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
関
係
者

の
方
は
出
席
く
だ
さ
い
。
出
席
者
数
は
立
候

補
予
定
者
を
含
め
２
人
以
内
と
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

市
役
所
６
階
・
大
会
議
室

■
照
会
先　

関
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
23

―
６
８
０
３　

23
―
１
６
０
０
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
満
20
歳
以

上
の
人
で
、
市
に
住
民
登
録
を
し
て
か
ら
３

カ
月
以
上
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
方
を
、

６
月
２
日
に
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
の
名

簿
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
期
間　

６
月
３
日
（
火
）
～
７
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
場
所　

市
役
所
５
階
・
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
総
務
管
財
課
内
）

※
７
日
（
土
）
は
、
市
役
所
１
階
・
守
衛
室

■
照
会
先　

関
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
23

―
６
８
０
３　

23
―
１
６
０
０
）

事
業
所
・
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

関
市
小
口
融
資
制
度
の
利
率

引
き
下
げ

　

４
月
１
日
よ
り
、
市
小
口
融
資
制
度
の
利

率
を
年
０
．８
％
か
ら
年
０
．75
％
に
引
き
下

げ
ま
し
た
。
融
資
を
検
討
さ
れ
る
方
は
活
用

く
だ
さ
い
。

■
対
象　

市
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を
継

続
し
て
有
し
、
市
税
を
完
納
し
て
お
り
、

従
業
員
が
20
人
以
下
の
法
人
ま
た
は
個

人
の
方
。
か
つ
岐
阜
県
信
用
保
証
協
会

に
１
２
５
０
万
円
以
上
の
保
証
残
高
の

な
い
方

■
融
資
限
度
額　

１
２
５
０
万
円
以
内

■
資
金
使
途　

運
転
・
設
備
資
金

■
取
扱
金
融
機
関　

市
内
金
融
機
関
の
本
・

支
店

■
申
込
方
法　

毎
月
10
日
ま
で
に
必
要
書
類

を
商
工
課
へ
提
出

■
あ
っ
せ
ん
に
か
か
る
期
間　

約
30
日

※
融
資
の
要
件
を
満
た
し
て
も
、
金
融
機
関

お
よ
び
県
保
証
協
会
の
審
査
に
よ
り
融

資
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
照
会
先　

商
工
課
（
☎
23
―
６
７
５
２　

23
―
７
７
４
１
）

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

■
種
目　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
医
療
事

務
講
習

■
対
象　

母
子
家
庭
の
母
な
ど
（
父
子
家
庭

の
父
を
含
む
）

■
定
員　

県
内
で
約
16
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
、
抽
選
。
そ
の
後
面
接
有
り
）

■
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
は
本
人
負
担
）

■
申
込
期
間　

５
月
26
日
（
月
）
～
６
月
13

日
（
金
）

■
面
接
日
時　

中
濃
振
興
局
中
濃
事
務
所

（
美
濃
市
）
＝
７
月
22
日
（
火
）
午
前
10

時
～
正
午　

▽
岐
阜
県
ひ
と
り
親
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
岐
阜
市
）

＝
７
月
10
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）
午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
日
曜
日
を
除
く
。

要
予
約
）

■
申
込
・
照
会
先　

児
童
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
―
２
２
９
６　

23
―
７
７
６
７
）

事
業
所
対
象
求
人
説
明
会

　

来
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人

を
予
定
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
求
人

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

６
月
11
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
（
予
定
）
※
午
後
１
時
～
１
時

30
分
受
付
（
事
前
予
約
不
要
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
照
会
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
関
・
学
卒
係（
☎

22
―
３
２
２
３
）

広報せき 2014.5.1 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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は
か
り
の
定
期
検
査

　
「
は
か
り
」
を
取
り
引
き
や
証
明
に
使
用

し
て
い
る
方
は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
定

期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
表

の
日
程
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

は
か
り
（
付
属
品
を
含
む
）、

手
数
料
（
岐
阜
県
収
入
証
紙
に
て
支
払

い
）

■
照
会
先　

岐
阜
県
計
量
検
定
所
（
☎
０
５

８
―
２
５
４
―
８
１
８
８
）

口
座
振
替
の
方
は
ご
注
意
を

【
軽
自
動
車
税
の
車
検
用
納
税
証
明
書
】

　

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
日
は
６
月
２
日

（
月
）
で
す
。
５
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
車

検
を
受
け
る
方
は
平
成
25
年
度
の
納
税
証
明

書
で
も
有
効
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
車
検
用
の
納
税
証
明
書

（
ハ
ガ
キ
）
の
送
付
は
、
６
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
前
に
車
検
を
受
け
る

方
は
、振
替
記
帳
済
の
預
金
通
帳
を
持
参
し
、

税
務
課
ま
た
は
各
地
域
事
務
所
で
納
税
証
明

書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
車
検

は
１
カ
月
前
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
照
会
先　

税
務
課
（
☎
23
―
８
８
７
４　

21
―
２
３
０
８
）

日　　　時 場　　　所
5 月 12 日 ( 月 )10:00 ～ 14:00 武儀基幹集落センター

5 月 13 日 ( 火 )10:00 ～ 14:00 上之保生涯学習センター

5 月 14 日 ( 水 )10:00 ～ 12:00 ＪＡめぐみの武芸川支店

5 月 15 日 ( 木 )10:00 ～ 14:00 洞戸生涯学習センター

5 月 16 日 ( 金 )10:00 ～ 14:00 板取事務所

5 月 20 日 ( 火 )10:00 ～ 12:00 ＪＡめぐみの富岡支店

5 月 21 日 ( 水 )10:00 ～ 15:00
5 月 22 日 ( 木 )10:00 ～ 15:00
5 月 23 日 ( 金 )10:00 ～ 15:00

中濃公設地方卸売市場

関市の人口（4月1日現在）
人口（人） 男（人） 女（人） 世帯数（世帯）

関市 91,583（− 257） 44,664（− 150） 46,919（− 107） 34,091 （− 10）

関地域 76,357 （− 190） 37,294 （− 121） 39,063 （− 69） 28,445 （− 8）

洞戸地域 2,073 （− 14）  981 （− 9） 1,092 （− 5） 773 （− 1）

板取地域 1,337 （− 4）  635 （− 2） 702 （− 2） 556 （− 2）

武芸川地域 6,377 （− 8） 3,090 （− 5） 3,287 （− 3） 2,326 （＋ 1）

武儀地域 3,594 （− 25） 1,756 （− 8） 1,838 （− 17） 1,304 （＋ 1）

上之保地域 1,845 （− 16） 908 （− 5） 937 （− 11） 687 （− 1）

※（　）内は前月比　年に２回（４月と１０月）、地域ごとの人口を掲載します。それ以外の月は、関市全体の人口を掲載しますが、市ホーム

ページで地域ごとの人口を確認することができます。

広報せき 2014.5.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

品目 単位 価格 先月比

キャベツ １玉 176 円 △ 23 円

大根 １本 153 円 △９円

牛肉（ロース） スライス 100 ㌘ 919 円 104 円

牛乳 紙パック１㍑ 187 円 6 円

食パン スライス１斤 152 円 5 円

食用油 キャノーラ油 1000 ㌘ 330 円 14 円

ＬＰＧ ５立方㍍ 4,511 円 48 円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:4 月 1日）（価格は消費税込み）

△印＝マイナス

4月の平均小売価格
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ご
み
ゼ
ロ
の
日

市
民
行
動
日
は
５
月
25
日（
日
）

で
す

　
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
は
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
通
じ
て
「
ご
み
を
捨
て
な
い
心
」
を

育
て
よ
う
と
、
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
で
定

め
ら
れ
た
日
で
す
。
今
年
も
市
民
行
動
日
と

し
て
、
自
治
会
や
各
種
団
体
を
中
心
に
、
市

内
各
所
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま

す
。
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日　

５
月
25
日
（
日
）

■
場
所　

市
内
全
域
（
自
治
会
や
各
種
団
体

ご
と
に
実
施
し
ま
す
。）

※
実
施
団
体
な
ど
は
事
前
に
生
活
環
境
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

生
活
環
境
課
（
☎
23
―
６
７
３

３　

23
―
７
７
５
０
）

岐
阜
県
水
源
地
域
保
全
条
例
に

係
る
事
前
届
出
制
に
つ
い
て

■
岐
阜
県
水
源
地
域
保
全
条
例
の
概
要

【
土
地
取
引
な
ど
の
事
前
届
出
制
】

　

指
定
さ
れ
た
水
源
地
域
内
の
土
地
に
つ
い

て
、
売
買
な
ど
の
取
引
を
行
う
場
合
は
、
そ

の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
30
日
前
ま
で

に
、
県
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
届
出
者　

土
地
所
有
者
（
売
主
）
な
ど

▽
対
象　

指
定
し
た
水
源
地
域
内
の
土
地

▽
対
象
行
為　

土
地
の
所
有
権
、
地
上
権
、

地
役
権
、
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
、
賃

借
権
の
設
定
ま
た
は
移
転
に
係
る
契
約

を
締
結
す
る
場
合

▽
届
出
先　

岐
阜
県
恵
み
の
森
づ
く
り
推
進

課
ま
た
は
各
農
林
事
務
所

【
水
源
地
域
の
指
定
区
域
】

　

水
源
地
域
は
図
面
で
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

図
面
は
、
岐
阜
県
恵
み
の
森
づ
く
り
推
進

課
、
各
農
林
事
務
所
、
市
役
所
林
業
振
興
課

お
よ
び
各
地
域
事
務
所
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ぎ
ふ
ふ

ぉ
れ
ナ
ビ
」
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
林
政
部
恵
み
の
森
づ
く

り
推
進
課
（
☎
０
５
８
―
２
７
２
―
８

４
７
３
）

自
治
会
活
動
保
険

　

自
治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
安
心
し

て
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
が
自
治
会

活
動
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
草
刈
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の

自
治
会
の
行
事
や
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
事

故
や
ケ
ガ
な
ど
の
損
害
を
補
償
す
る
も
の
で

す
。

　

事
故
が
保
険
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、

保
険
契
約
を
締
結
し
た
保
険
会
社
が
最
終
的

に
判
断
し
ま
す
。
万
が
一
事
故
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
自
治
会
長
を
通
じ
て
連
絡
く
だ
さ

い
。
平
成
26
年
度
の
契
約
内
容
、
保
険
取
扱

事
務
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
保
険
の
内
容

▽
賠
償
責
任
補
償

・
１
事
故
あ
た
り
２
億
円
限
度

▽
傷
害
補
償

・
死
亡
保
険
金
５
０
０
万
円

・
後
遺
障
害
保
険
金
５
０
０
万
円

・
入
院（
１
保
険
者
１
日
あ
た
り
）３
０
０
０
円

・
通
院（
１
保
険
者
１
日
あ
た
り
）２
０
０
０
円

▽
傷
害
見
舞
費
用
補
償

・
住
民
の
親
族
な
ど
が
傷
害
を
被
っ
た
場
合

　
の
見
舞
金
＝
１
事
故
あ
た
り
10
万
円
限
度

▽
費
用
損
害
補
償

・
降
水
に
よ
り
中
止
・
延
期
し
た
場
合
の
費

　
用
損
害
補
償
＝
１
事
故
損
害
額
の
70
％
、

　

30
万
円
限
度

■
保
険
の
加
入
日　

４
月
11
日
（
金
）　

■
照
会
先　

市
民
協
働
課
（
☎
23
―
７
７
１

１
）
ま
た
は
保
険
代
理
店
（
株
）
藤
吉

保
険
事
務
所
（
☎
23
―
７
７
７
０　

23

―
７
７
７
５
）

遺
跡
の
中
で
の
土
木
工
事
に
つ

い
て

　

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
の
中
で
土

木
工
事
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
文
化
財
保
護

法
に
基
づ
い
た
届
出
が
必
要
で
す
。
工
事
を

行
う
場
所
が
該
当
区
域
か
ど
う
か
は
、
文
化

財
保
護
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

照
会
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
次
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.city.seki.lg.jp/000000273

  7.htm
l

）

■
照
会
先　

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
46

―
２
３
１
３　

46
―
２
３
１
０
）

5月のプラネタリウム投影
日　 時

テ ー マ
場　 所
料　 金

定　 員
お知らせ

照 会 先

５月４日（日）・５日（月・祝）
①午前10時～　②午前11時10分～　
③午後1時30分～　④午後3時～
※投影時間は約40分。受付入場開始時間は各投影
　開始時刻の15分前から。予約不可。
「地球はどのようにできたの」
学習情報館3階・コスモホール　
一般300円、中学生以下無料
※団体割引あり（大人20人以上）、市内在住の障がい者・65歳以上の方は半額。
各回100人（定員になり次第締め切り）
午前10時の回のみ団体予約を受け付けます（人数は20人以上50人ま
で）。※10日前までに連絡ください。
まなびセンター　☎23-7760

中学生以下
観覧無料
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臨
時
避
難
所
看
板
を
設
置
し
ま
し
た

　

臨
時
避
難
所
と
は
、
指
定
避
難
所
（
小
中

学
校
）
ま
で
の
避
難
経
路
が
危
険
な
場
合
な

ど
に
、
一
時
的
な
避
難
所
と
し
て
使
用
す
る

も
の
で
、
公
民
セ
ン
タ
ー
や
集
会
場
な
ど
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
47
カ
所
の
臨
時
避
難
所
に
看
板
を

設
置
し
て
お
り
、残
り
の
施
設
に
つ
い
て
も
、

今
年
度
以
降
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３
６

23
―
７
７
４
８
）

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
る

選
手
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
を

　

市
で
は
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
・

チ
ー
ム
に
激
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
岐
阜
県
予

選
大
会
に
出
場
し
、
全
国
大
会
へ
出
場

す
る
権
利
を
得
た
、
市
内
に
住
民
登
録

ま
た
は
現
住
所
の
あ
る
方
お
よ
び
市
内

在
学
・
在
勤
の
方

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７

７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

美
濃
ス
テ
ー
ジ
開
催
に
伴
う

交
通
規
制

　

美
濃
市
で
開
催
さ
れ
る
国
際
自
転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
美

濃
ス
テ
ー
ジ
」
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
迂
回
や
規
制
時
間
を
避
け

る
な
ど
し
て
、
洞
戸
・
板
取
・
武
芸
川
方
面

へ
の
往
来
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
20
日
（
火
）
午
前
9
時
〜
午

後
１
時
30
分
ご
ろ
（
レ
ー
ス
中
、
コ
ー

ス
上
は
全
面
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。）

■
場
所　

主
要
地
方
道
美
濃
洞
戸
線
お
よ
び

岐
阜
美
濃
線
の
美
濃
市
部
分
ほ
か

■
照
会
先　

ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
美

濃
ス
テ
ー
ジ
実
行
委
員
会　

事
務
局　

N
P
O
法
人
美
濃
う
だ
つ
ア
ッ
プ
ク
ラ

ブ
（
☎
33
―
２
０
０
９
）

温
水
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
臨
時
休
館

　

水
の
入
れ
替
え
と
点
検
・
清
掃
の
た
め
、

次
の
と
お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

■
期
間　

６
月
２
日
（
月
）
〜
６
日
（
金
）

■
照
会
先　

関
市
総
合
体
育
館
（
☎
23
―
８

８
２
２　

23
―
７
７
６
５
）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
せ
き
4
月
号
に
掲
載
し
た
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

○
21
ペ
ー
ジ
「
第
39
回
関
市
文
化
協
会
美
術

展
作
品
」
記
事
の
内　

■
出
品
料

【
正
】
一
般
・
学
生
＝
1
点
1
5
0
0
円

■
照
会
先　

文
化
協
会
事
務
局
（
文
化
課
内

☎
24
―
６
４
５
５
）

　関市保健センターの改修工
事に伴い、駐車しにくい状況
となっています。ご迷惑をお
かけしますが、ご協力をお願
いします。なお、駐車時にお
困りの際は関市保健センター
までご連絡ください。
■照会先　関市保健センター
　　　　　（☎ 24 － 0111）

関市保健センター
駐車場のご利用について

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語

税・料の納付

月5
軽自動車税
保育料
住宅使用料

納付期限：6月2日(月)

 井戸宗一さん

　　（観音前）

大工として長い間活躍
され、今もたいへんお
元気な宗一さん。野球
が大好きで、特に中日
ドラゴンズの熱心なフ
ァンだそうです。いつま
でもお元気で。　　　
照 会 先 　 高 齢 福 祉 課
　☎２３－７７３０

5月11日（日）※第２日曜日

6月1日（日）
午前９時～正午

市民課・国保年金課
生活環境課

に係る手続き
■照会先
　市民課　☎23-7700

5・6月の
市役所休日窓口開設

農産物の生産（１次）、加工（２次）、販売（３次）まで
を生産者が一体的に行う６次産業（１×２×３＝６
次）の取り組みを紹介します。

ケーブルテレビ・チャンネル長良川 明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 5月号

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz関市の時間

放送時間

毎月第1・3水曜日 午前9時40分

放送内容

月・金曜日
水 曜 日
土 曜 日

火 曜 日
木 曜 日
日 曜 日

：
：
：

：
：
：

午前10時45分～11時
午後8時～8時15分
午後7時45分～8時

午前8時～8時15分
午後4時15分～4時30分
午前7時45分～8時

６次産業化で販路拡大
～新しい農業の形～

5/  7： 小瀬鵜飼開幕
5/21： 関市民スポーツ大会

広報せき 2014.5.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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健
康
情
報

H
e

a
lt

h
 
In

f
o

r
m

a
t

io
n

日 病院・医院（診療時間 /午前 9時～午後 4時） 歯科医（診療時間 /午前 9時～午後 3時）

5/3 あ ず ま 整 形 外 科（ 上 白 金 ☎ 28-6811）太 田 歯 科 医 院（ 小 瀬 ☎ 24-7011）

4 真 鍋 内 科（ 寿町1丁目 ☎ 24-0115）大 山 歯 科 医 院（ 肥 田 瀬 ☎ 23-9201）

5 藤 井 ク リ ニ ッ ク（ 市 平 賀 ☎ 25-0303）ミ ン ト 歯 科（ 市 平 賀 ☎ 23-3784）

6 岡 田 医 院（ 本町5丁目 ☎ 22-2078）く ら ち 歯 科（ 倉 知 ☎ 24-9977）

11 石 木 ク リ ニ ッ ク（ 西本郷通6丁目 ☎ 21-2233）各 務 歯 科（ 栄町 4 丁目 ☎ 24-5115）

18 林 医 院（ 平和通6丁目 ☎ 22-5531）ま る み 歯 科（ 西 田 原 ☎ 25-0233）

25 やまとう内科クリニック（ 北 仙 房 ☎ 25-0505）か と う 歯 科（ 富 之 保 ☎ 49-3009）

5
月
の
休
日
診
療
当
番
※夜間など救急の場合（歯科を除く）＝救急医療情報センター（☎23-3799）
　岐阜県広域災害救急医療情報システム（インターネット）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/ （ｉモード）http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/i/ 

関市保健センター
☎ 24-0111

照会先

武芸川保健センター
☎ 46-2899

洞戸保健センター
板取保健センター
☎（0581）58-2204

武儀保健センター
上之保保健センター

☎ 40-0020

心の健康相談

成人健康相談

●日時・場所　
　5 月 13 日（火）午後１時 20 分～３時 45 分
　わかくさ・プラザ「総合福祉会館 3 階会議室」
●相談員　専門医師、保健師
●予約先　関市保健センター ( ☎ 24-0111)、
　　　　   関保健所（☎ 33-4011）

●日時　5 月 30 日（金）午前９時 30 分～ 11 時 00 分
●内容　血圧測定、尿検査、身長・体重・体脂肪測定、

保健師・栄養士による相談（栄養士の食生活
相談は予約が必要です。）

●場所　アピセ関　第１・２研修室
●照会先　関市保健センター（☎ 24-0111）

▼ 母子健康手帳をお持ちください。 ▼ 乳幼児健診の日程は対象の方へ個別に案内しています。

5 月の妊婦教室・乳幼児相談

種  別 場所（対象地域） 日 受付時間 内容など

母子手帳の交付
＆プレママ教室

倉知ふれあい
センター（関）

毎週
（火）
※６日
を除く

10:30 ～ 11:15 母子健康手帳の交付
妊婦健診受診券の交付

妊娠中の健康についての話その他
保健センター 予約制

はじめての
子育て教室

わかくさプラザ
総合福祉会館

３階創作実習室
（全地域）

30 日
（金）

19:00 ～
21:00

赤ちゃんをお風呂に入れる実習（沐浴）、
パパの妊婦体験、

赤ちゃんの泣いたときの対応
（予約が必要）

すこやか相談

わかくさ・プラザ
総合福祉会館

２階リハビリ室
（全地域）

15 日
（木） 13:00 ～ 医師による発育・発達相談

（予約が必要）

子どもの心の
相談

わかくさ・プラザ
総合福祉会館

３階和室（全地域）

14 日
（水） 9:00 ～ 心理相談員によることばやこころの相談

（予約が必要）

乳幼児
健康相談

板取保健センター
（板取）

9 日
( 金 ) 9:30 ～ 11:00

身体計測
保健師、栄養士による育児相談

（予約不要）

武芸川保健センター
（武芸川）

13 日
（火）

10:30 ～ 11:30
13:30 ～ 14:30

洞戸保健センター
（洞戸）

16 日
( 金 ) 9:30 ～ 11:00

わかくさ・プラザ
総合福祉会館 2 階
リハビリ室（関）

21 日
（水） 13:00 ～ 14:00

5月2日（金）

6月3日（火）

6月2日（月）

6月5日（木）

★ バロー関緑ヶ丘店（緑ヶ丘）
9:30 ～ 12:00、13:30 ～ 16:00

関中央病院（平成通）
13:30 ～ 16:00

中部学院大学（桐ヶ丘）
9:30 ～ 12:00、13:30 ～ 17:00

クリーンプラザ中濃（下有知）
13:30 ～ 16:00

※３日以内に注射、服薬､ 抜歯、歯石除去など
された方は採血できません。ご注意ください。

★ 400 ｍｌ献血限定会場です。

献血にご協力を

※予約が必要です。受診券は 6 月にお手元にお届けします。※乳がん・子宮がん検診、託児があります。
※今年度の日程は、ホームページをご確認ください。

6 月の関市健診
種  別 検診場所 日時

特定健診
胃・大腸・肺・
前立腺がん検診

アピセ・関 6 月 25 日（水）
9:00 ～ 11:00

種  別 検診場所 日時
乳・子宮がん

検診 文化会館 6 月 12 日 ( 木 )
9:30 ～ 11:30

5 月 7 日（水）8：30 から、今年度の集団健診の予約受付を開始します！
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24-2525

桜本町2 丁目 5月の休館日 ７日(水)、12日(月)、19日（月）､26日（月）

24-2529

若草通2 丁目 5月の休館日 12日（月）、19日（月）、26日（月）

※行事・日時など一部変更されることがあります。

※3歳以上有料、3歳未満でもお席が必要な場合は有料

5月の主な行事

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

４日
（日・祝） 大ホール 関高等学校吹奏楽部

第44回定期演奏会 午後２時

9日(金)～
11日（日）

第１～3
個展室 第5回画楽・星ヶ丘絵画クラブ合同展 午前9時30分

9日(金)～
11日（日）

第3・4
会議室 関墨心会　水墨画展 午前9時30分

10日（土） 市民ロビー アフタヌーンコンサート
山崎英明と仲間たち/声楽コンサート 午前11時

10日（土） 大ホール 武義高等学校吹奏楽部
第23回定期演奏会 午後１時

10日(土)
～

11日（日）
小ホール (公社)全日本小品盆栽協会岐阜銘品会

20 周年春の盆栽祭り 午前9時30分

15日（木） 小ホール 関市文化協会　定期総会 午後７時

18日（日） 大ホール 関市文化協会邦楽部
第 35 回邦楽大会 午後1時

25日(日) 大ホール かやの木芸術舞踊学園舞踊ゆきこま会
第 44 回発表会 午後0時30分

第249回市民の劇場

「米村でんじろう
サイエンスショー」

2014年7月27日（日）2回公演

①開演時間：午後1時(開場 午後0時30分)

②開演時間：午後3時30分(開場 午後3時00分)

関市文化会館

全指定席 2,000円

照会先　関市文化会館 ☎24-2525

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日：10日・17日・24日／午後2時～2時30分／読み手：おはなし広場「どんぐり」
日曜日： 4日・11日・25日／午後2時～2時30分／読み手：かみふうせん
　　　 18日（読書の日）／午後2時～2時30分／読み手：図書館職員
木曜日： 8日／午前10時30分～11時／読み手：こちょこちょ／対象：2～3歳児
　　　 15日／午前10時30分～11時／読み手：てくてく／対象：0～2歳児

場　所

日　時

図書館イベントは“参加費無料”です。図書館カウンターまたは電話、FAX、
E-ma i lでお申し込みください。  ☎24-2529  23-7780   l ib@city.seki .gifu. jp

5月の
おはなし会

5月17日（土）
午前10時～午後4時
※申し込み不要

5月5日（月・祝）　
※申込み不要 5月24日（土）

午後1時30分～3時30分

わかくさ･プラザ
学習情報館「多目的ホール」

図書館「読書テラス」

内海春代（図書館長）
ほか図書館職員

一般

わかくさ･プラザ
学習情報館2階「創作実習室」

10人　※申し込みは各回ごとに

読まれなくなった本を読

みたい方へ…。皆さんから集めた

本をリサイクルします。持ち帰り

用の袋をご持参下さい。

英字新聞でかっこ

いいカブト（兜）と紙でっ

ぽうを折って「こどもの日」

を楽しみませんか？

市民の皆さんに親しまれるよ

りよい図書館づくりを目指して、一緒

に取り組んでいきませんか。第 2 回

は古本まつりでゲットした本を改装し

てみましょう。

平成26年度
春の古本まつり

英字新聞で
カブトを作ろう！

図書館パートナー講座　第2回
　～本の改装をしてみよう～

（全10回）
日　時日　時

日　時

場　所

場　所

講　師

対　象

場　所

定　員

内　容

内　容

内　容

図書館イベント参加者募集

5月の
おはなし会

友の会会員に、特典として事前の電話予約日な

どのご案内をします。友の会加入申し込みは、

文化会館まで ( 年会費 1000 円 )。なお、本公演

を電話予約されたい方は、5/18 までに窓口にて

加入手続きが必要です。

★

販売開始
5月28日(水)

有料

有料

お楽しみ　　　  ジャンケン大会を３回、

児童書の追加を２回行います。

お花がいっぱい

　　　子どもの読書週間

中の 5 月 11 日（日）まで、

図書館内イベント開催中！

日　時
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●福祉総合相談（☎22-0372）

　各日とも午後1時30分～3時30分

　関 　毎週土・日曜日　総合福祉会館1階　1-1相談室

　板取　   1日（木）　洞戸   9日（金）

　武芸川 20日（火）　武儀 23日（金）

　上之保 27日（火）

●人権（悩みごと）相談（☎23-9349）

　13日（火）、６月３日（火）　午後1時～4時　

　総合福祉会館1階　生活訓練室（13日のみ）

●こころの健康相談（☎21-5566）※事前予約が必要

　12日（月）午後2時～、3時10分～、4時20分～（1日3人まで）

　かざぐるまサポートセンター（稲口774-1）

●心身障がい者（児）総合相談（☎23-9032）

　14日（水）・28日（水）午後1時～3時

　18日（日）午前10時～正午 　総合福祉会館1階　生活訓練室

●家庭児童相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　家庭児童相談室

●母子・女性相談（☎23-2296）

　月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～午後4時

　総合福祉会館1階　児童母子福祉センター

●まちの保健室（☎24-0111）

　25日（日）午前11時～午後1時

　総合福祉会館1階　生活訓練室

日 関　地　区 武芸川地区

5/3 石 田 水 道 （ 各 務 原 市 ☎ 058-384-0312）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

4 ユ タ カ 設 備 （ 寺 内 町 ☎ 2 2 - 9 3 8 5 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

5 山 中 工 務 店 （ 小 瀬 ☎ 4 6 - 8 1 1 6 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

6 長 沼 水 道 工 業 所 （ 本 町 4 丁 目 ☎ 2 2 - 0 2 0 5 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

10 早 川 水 道 工 業 （ 明 生 町 5 丁 目 ☎ 2 2 - 2 8 9 5 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

11 中 濃 温 水 サ ー ビ ス （ 西 神 野 ☎ 2 9 - 0 2 3 1 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

17 関 水 道 工 業 （ 北 福 野 町 1 丁 目 ☎ 2 2 - 9 3 2 8 ）井 上 管 工（ 武 芸 川 町 平 ☎ 4 6 - 3 1 6 3 ）

18 上 田 水 道 工 業 所 （ 貸 上 町 ☎ 2 2 - 5 6 3 2 ）武 藤 管 工（ 武 芸 川 町 跡 部 ☎ 4 6 - 2 1 3 5 ）

24 沼 田 水 道 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 2 - 4 8 0 1 ）セ イ シ ョ ウ（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 7 9 8 ）

25 三 和 住 宅 設 備 （ 倉 知 ☎ 2 4 - 0 8 8 5 ）伊 縫 建 設（ 武 芸 川 町 八 幡 ☎ 4 6 - 2 1 8 9 ）

31 兼 松 工 業 （ 本 郷 町 ☎ 2 2 - 7 0 6 5 ）井 藤 商 事（ 武 芸 川 町 高 野 ☎ 4 6 - 2 4 1 4 ）

日 武儀・上之保地区 洞戸・板取地区

5/3 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

4 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）後 藤 水 道（ 美 濃 市 ☎ 0575-34-0586）

5 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）水 専（ 岐 阜 市 ☎ 058-229-3725）

6 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）美 濃 設 備（ 美 濃 市 ☎ 0575-33-0537）

10 西 部 設 備（ 中 之 保 ☎ 090-2187-6787）ナ ガ ヤ 設 備（ 板 取 ☎ 0581-57-2727）

11 漆 畑 商 店（ 富 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 2 5 ）吉 田 水 道（ 山 県 市 ☎ 0581-36-3847）

17 加 納 水 道（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 3 2 0 8 ）ハ ヤ シ 設 備（ 洞 戸 ☎ 0581-58-8228）

18 加 藤 設 備 工 業（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 5 1 9 ）ニ ッ シ ン（ 板 取 ☎ 0581-57-2725）

24 石 原 設 備（ 上 之 保 ☎ 4 7 - 2 0 5 1 ）松 波 水 道 ポ ン プ 工 業 所（ 岐 阜 市 ☎ 058-232-3171）

25 三 和 水 道（ 下 之 保 ☎ 4 9 - 3 1 9 2 ）協 栄 設 備 工 業（ 岐 阜 市 ☎ 058-271-2579）

31 マ ス ヤ 設 備 工 業（ 中 之 保 ☎ 4 9 - 3 0 2 6 ）吉 田 住 設（ 山 県 市 ☎ 0581-52-2038）

5月の水道当番

5月の
無料

相談室

●教育相談（関市ふれあい教室☎23-7773、まなびセンター☎23-7760）

　月～金曜日　午前9時～午後4時　関市ふれあい教室（栄町3）

　火～日曜日　午前9時～午後5時　まなびセンター（学習情報館3階）

●結婚相談（☎23-7776） ▼  2日（金）・16日（金）午後1時～3時30分　 

▼10日（土）・25日（日）午前9時～11時30分　

　中央公民館（わかくさ・プラザ内）

▼  2日（金）午後1時～3時30分

▼25日（日）午前9時～11時30分

　 洞戸生涯学習センターおよび武儀生涯学習センター

●高齢者相談

（中央第１☎23-0660、中央第２☎23-5320、中央第３☎28-2208、

　中央第4☎24-8580、東☎40-1237、西☎45-1007）

　月～土曜日 午前9時～午後5時 中央第1～第4・東・西の各地域包括支援センター

●内職就業相談（☎24-6767）毎週木曜日　午前10時～午後3時　

　アピセ・関（平和通7）

●就職相談（キャリアカウンセリング）（☎058-278-1149）

　21日（水）午前9時～午後4時　市役所1階アトリウム　相談コーナー

●消費生活相談（☎23-6752）

　月・火・木・金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時　商工課

●法律相談（☎22-2266）

　19日（月）午後1時～4時　関商工会議所（予約が必要）

●ＤＶ電話相談（☎25-1489）

　毎週木曜日　午後0時30分～4時　手をつなぐ女たちの会

●法律相談（弁護士）（☎23-6706）前日に電話予約（午前8時30分～市民課・先着8人）

　 ▼  8日（木）・15日（木）・22日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●行政相談（☎23-6706）

　 ▼  1日（木）午後1時30分～3時30分　総合福祉会館1階「1-1相談室」

　 ▼20日（火）午後1時～3時　武芸川老人福祉センター「会議室」

●行政書士による許認可手続相談（岐阜県行政書士会　☎058-263-6580）

　 ▼  20日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●不動産に関する相談（☎23-6706） ▼  13日（火）午後1時～4時　総合福祉会館1階「1-1相談室」

●年金相談（☎23-6724）毎週火曜日　午前10時～午後3時　金曜日　午前9時～正午　国保年金課（予約が必要）

各老人福祉センター
相談室
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